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早
い
も
の
で
私
が
豊
陵
会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
て

か
ら
、
２
年
以
上
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の
会

員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
は
豊
陵
会
会
長
と
し
て
、「
開
か
れ
た
豊
陵

会
」「
参
加
す
る
豊
陵
会
」を
テ
ー
マ
と
し
て
同
窓
会
活

動
を
行
って
参
り
ま
し
た
が
、
加
え
て
昨
年
の
こ
の
会

報
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
同
窓
会
と
母
校
、

卒
業
生
と
在
校
生
の
交
流
・「
絆
」の
強
化
に
も
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
従
来
か
ら
行
って
お
り

ま
す
社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
卒
業
生
か
ら
在
校
生

に
対
す
る「
職
業
別
進
路
講
演
会
」に
引
き
続
き
協
力

す
る
と
共
に
、
昨
年
の
豊
陵
会
総
会
で
は
母
校
の「
吹

奏
楽
部
」の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
演
奏
会
を
催
し
ご

好
評
を
頂
き
ま
し
た
。
今
年
の
総
会
で
も「
在
校
生
シ

リ
ー
ズ
第
２
弾
」と
し
て
、
母
校
の「
ダ
ン
ス
部
」の
皆
さ

ん
を
お
迎
え
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今

年
か
ら
１
年
生
の「
現
代
社
会
」の
授
業
に
お
い
て
、
生

徒
に
豊
中
高
校
並
び
に
豊
陵
会
の
歴
史
を
講
義
す
る

カ
リ
キュラ
ム
を
作
って
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よって
在

校
生
に
、
母
校
の
歴
史
や
同
窓
会
に
対
す
る
関
心
や
興

味
が
高
まって
く
れ
れ
ば
と
願
って
お
り
ま
す
。

す
で
に
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

通
り
、
今
般
２
０
０
８
年
以
来
と
な
り
ま
す「
豊
陵
会

会
員
名
簿
」の
発
行
を
最
終
決
定
し
準
備
に
取
り
掛

かって
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
今
後
個
人
調

査
票
への
近
況
の
記
入
、
名
簿
への
広
告
の
掲
載
、
名
簿

の
購
入
等
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
こ
う
し
た
豊
陵
会
活
動

に
積
極
的
に
ご
参
加
頂
き
ま
す
と
共
に
、
そ
の
活
動
を

さ
ら
に
盛
り
立
て
る
た
め
に
、「
豊
陵
会
協
力
金
」の
振

り
込
み
等
の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
豊
陵
会

報
発
行
に
あ
たって
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

（
高
15　

な
が
た
・
た
け
は
る
）

豊
陵
会
が
来
年
秋
の「
豊
陵
会
会
員
名
簿
」発
行
を

目
指
し
て
始
動
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
た
。

永
田
武
全
会
長
は
2
月
19
日
の
豊
陵
会
評
議
員
会

で
就
任
３
年
目
に
あ
た
る「
平
成
26
年
度
活
動
計
画
報

告
」で
第
1
番
目
に「
会
員
名
簿
の
発
行
」を
掲
げ
、
個

人
情
報
の
取
扱
い
に
十
分
注
力
し
つつ
２
０
１
５
年
版
を

発
行
し
、同
窓
会
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、

広
告
収
入
と
名
簿
販
売
に
よ
る
財
政
強
化
の
継
続
を

決
定
し
た
こ
と
を
報
告
。
発
行
に
あ
た
って
幹
事
・
評

議
員一体
と
な
って
の
協
力
を
求
め
了
承
さ
れ
た
。

名
簿
発
行
実
行
委
員
長
に
木
村
榮
次
副
会
長
が
指

名
さ
れ
、
同
委
員
長
の「
全
体
管
理
グ
ル
―
プ（
Ｇ
）」の

も
と
に
編
集
Ｇ（
担
当
＝
丸
山
幸
夫
Ｉ
Ｔ
部
会
長
）・
広

告
Ｇ（
担
当
＝
越
智
克
司
副
会
長
）・
販
売
Ｇ（
担
当
＝

中
島
守
副
会
長
）が
編
成
さ
れ
た
。

予
定
で
は
今
年
秋
に「
調
査
カ
ー
ド
」を
全
会
員
に
発

送
し
て
情
報
の
正
確
を
図
る
が
、
照
会
項
目
・
掲
載
項

目
の
取
扱
い
な
ど
は
さ
ら
に
検
討
を
行
な
う
。

木
村
実
行
委
員
長
は
個
人
情
報
取
扱
い
を
ヨ
リ
慎
重

に
す
る
こ
と
を
重
ね
て
強
調
し
た
の
ち
、
名
簿
収
支
の

カ
ギ
を
握
る「
広
告
」に
つい
て
企
業
広
告
の
新
規
拡
大

の
ほ
か
、
同
期
会
ク
ラ
ス
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
・
同
好
会
・

同
業
団
体
・
卒
業
中
学
単
位
な
ど
あ
ら
ゆ
る
組
織
団
体

か
ら
の
広
告
協
賛
を
訴
え
た
。

発
行
に
際
し
て
編
集
Ｇ
の
場
合
、
名
簿
内
容
の
正
確

性
、
読
み
物・資
料
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る一方
、
総
ペ
ー

ジ
数
と
印
刷
コ
ス
ト
軽
減
が
重
要
に
な
る
ほ
か
、
各
Ｇ

と
も
に
広
告
・
販
売
の
新
規
開
拓
が
焦
点
と
な
る
。
こ

の
日
出
席
の
全
幹
事
・
評
議
員
は
担
当
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

座
席
を
指
定
さ
れ
各
担
当
分
野
が
決
まった
。

「
会
員
名
簿
」は
１
９
４
９
年
発
行
１
９
０
ペ
ー
ジ
小
型

版
が
第
１
号
。
豊
陵
会
の
発
展
と
共
に
４
年
に
１
度
オ

リ
ン
ピッ
ク
の
年
に
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
２
０
０
８
年
版

を
最
後
に「
個
人
情
報
の
検
討
」「
広
告
収
入
見
通
し
」

の
点
で
発
行
の
是
非
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
永
田
会
長

は「
個
人
情
報
と
名
簿
発
行
の
関
係
」「
他
校
の
動
き
」

な
ど
の
検
討
を
進
め
、
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
で
き
る
も
の
と

し
て
昨
年
11
月
の
評
議
員
会
で
名
簿
発
行
の
継
続
を
表

明
し
、
詳
細
を
今
年
2
月
の
評
議
員
会
で
発
表
す
る
と

し
て
い
た
。
今
回
の
発
行
は
改
訂
13
版
に
あ
た
る
。

卒業生と在校生の絆をさらに強く・深く
そして会員名簿発行にご協力を

　豊陵会報発行に寄せて　
豊陵会会長　永 田  武 全

「
会
員
名
簿
」来
年
秋
に
発
行

編
集
・
広
告
・
販
売
の
3
体
制
で

2
月
19
日
平
成
26
年
度
第
一
回
幹
事
会
・

評
議
員
会
は
80
人
が
出
席
し
、
赤
塚
財
務

幹
事
が
説
明
の「
平
成
25
年
度
活
動
報
告
・

決
算
案
」「
同
26
年
度
活
動
計
画
・
予
算
案
」

を
承
認
す
る
と
と
も
に
永
田
会
長
か
ら
推

薦
紹
介
の
新
任
評
議
員
8
人
を
拍
手
で
承

認
、
迎
え
入
れ
た
。

越
智
副
会
長
の
進
行
で
始
ま
っ
た
会
議

は
ま
ず
下
川
校
長
が
母
校
の
近
況
報
告
。

前
期
入
試
を
翌
日
に
控
え
、
前
期
入
試

の
志
願
者
倍
率
が
進
学
指
定
校
10
校
中
で

最
高
に
な
っ
た（
3
・
38
倍
）こ
と
、
文
理
科

新
設
後
初
の
卒
業
式
に
は
報
道
各
社
の
指

定
取
材
校
に
な
っ
た
こ
と
、
2
月
6
日
開
催

の「
豊
高
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」行
事
な
ど

生
徒
が
自
主
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
の
報
告
事
項
の
中
で
、
永

田
会
長
は
任
期
２
期
目
と
な
る
第
一
回
の
幹

事
会
・
評
議
員
会
と
し
て
、
役
員
・
幹
事
・

評
議
員
一
体
と
な
っ
て
以
後
の
2
年
間
の
協

力
を
要
請
し
た
の
ち
平
成
26
年
度
活
動
計

画
報
告
と
し
て
次
の
３
点
を
発
表
し
た
。

❶「
会
員
名
簿
」の
2
0
1
5
年
秋
発
行
＝

発
行
体
制
の
始
動
・
活
動
促
進
を
宣
言
し
、

役
員
・
幹
事
会
・
評
議
員
会
・
会
員
有
志
一

丸
と
な
る
協
力
を
要
請（
別
項
記
事
）す
る
。

❷
母
校
の
応
援
、
在
校
生
と
卒
業
生
の
交

流
増
進
＝「
文
化
祭
・
体
育
祭
・
卒
業
式
な

ど
、
卒
業
生
の
学
校
行
事
へ
の
参
加
」「
総
会

の
催
し
へ
の
在
校
生
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
披

露
」（
第
2
弾
と
し
て
2
0
1
4
年
総
会
は
ダ

ン
ス
部
の
出
演
）「
卒
業
生
に
よ
る
就
職
進

路
指
導
の
継
続
」「
文
理
科
設
置
に
伴
い
大

学
進
学
状
況
の
変
化
に
応
じ
、
母
校
Ｏ
Ｂ
大

学
生
に
よ
る
進
学
案
内
・
大
学
紹
介
な
ど
の

検
討
」を
進
め
る
。

❸
会
報
の
年
1
回
発
行
に
と
も
な
っ
て

活
動
基
盤
と
な
る
協
力
金
が
減
少
し
て
い

る
が
、
幸
い
昨
年
来
、
同
期
会
開
催
の
余
剰

金
や
個
人
の
大
口
の
寄
付
な
ど
が
あ
っ
て
財

政
健
全
化
へ
の
多
大
な
寄
与
が
あ
っ
た
。
特

に
高
12
期
有
志
が
開
催
の
森
本
敏
さ
ん（
同

12
期
）講
演
会
は
本
会
支
援
の
た
め
に
開
催

さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
全
会
員

か
ら
の
協
力
金
参
加
を
強
く
呼
び
か
け
た
。

つ
づ
い
て
今
年
13
回
目
と
な
る
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
の
予
告
が
あ
り
、
部
会
報
告
で
は
会
報

部
会
＝
記
事
・
広
告
・
編
集
人
材
の
協
力
依

頼
、
Ｉ
Ｔ
部
会
＝「
豊
陵
会
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
」の
完
成
と
活
用
説
明
、
資
料
室

＝
1
年
生
対
象
に
現
代
社
会
授
業
の
一
環
と

し
て「
母
校
の
歴
史
」を
行
な
っ
た
が
長
期
的

に
は
永
続
的
に
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組

込
み
、
担
当
教
諭
に
よ
る
授
業
を
希
望
し
た

い
、
と
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

執
行
部
の
留
任
も
承
認

平
成
25
年
度
第
二
回
幹
事
会
・
評
議
員
会

2
0
1
3
年
10
月
18
日　

於
：
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー

永
田
会
長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
下
川

校
長
か
ら
母
校
の
近
況
報
告
が
あ
っ
た
。

①
Ｐ
Ｔ
Ａ
対
象
の「
若
者
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
光
と
影
」講
演
が
Ｔ
Ｖ
取
材

な
ど
注
目
さ
れ
た
。
②
９
月
文
化
祭
に
今

年
も
２
日
間
で
約
５
４
０
０
人
の
来
観
者

が
あ
っ
た
。
③
平
成
27
年
か
ら
と
さ
れ
る

英
語
教
育
で
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
対
応
の
コ
ー

ス
新
設
を
計
り
、
さ
ら
に
全
国
1
0
0
校

認
定
予
定
の
ス
ー
パ
ー
エ
リ
ー
ト
養
成

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

の
認
定
に
名
乗
り
を
あ
げ
、
教
職
員
・
生

徒
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
、
な
ど
1
0
0

周
年
に
向
け
、
輝
き
を
増
す
話
題
を
報
告

さ
れ
た
。

審
議
事
項
で
は
新
任
評
議
員
の
紹
介
が

あ
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
12
月
末
で
任
期

満
了
と
な
る
現
役
員
執
行
部
に
つ
い
て
全

員
留
任
第
2
期
目
を
務
め
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項
の
中
で
永
田
会
長
か
ら「
会
員

名
簿
」の
継
続
発
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

説
明
が
あ
っ
た
。
名
簿
発
行
の
環
境
が
変

化
し
、
名
簿
情
報
の
扱
い
が
難
し
く
、
特

に
若
い
会
員
か
ら
の
情
報
提
供
が
少
な
く

な
っ
た
た
め
、
2
0
0
8
年
11
月
版
発
行

以
後
は
継
続
発
行
へ
の
体
制
が
整
っ
て
い

な
い
こ
と
を
念
頭
に
役
員
会
で
検
討
を
重

ね
た
。

議
論
す
る
中
で「
①
同
窓
会
の
役
割
と
し

て『
名
簿
』は
会
員
に
対
す
る
必
須
の
サ
ー

ビ
ス
、
運
営
の
根
本
を
明
確
に
す
る
責
任

が
あ
り
、
②
広
告
・
販
売
収
入
が
同
窓
会

運
営
の
た
め
の
基
金
の
一
助
と
な
り
、
③

他
の
有
力
校
で
名
簿
発
行
を
中
止
し
た
と

こ
ろ
が
全
く
な
い
」と
い
う
こ
と
か
ら
発
行

す
る
判
断
に
至
っ
た
。　
　

つ
い
て
は
制
作
費
を
下
げ
・
広
告
収
入

を
上
げ
、
広
範
多
数
の
協
力
を
得
つ
つ
、

慎
重
か
つ
誠
実
な
発
行
を
行
な
う
と
決
定

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
木
村
副
会
長
か
ら

発
行
に
関
わ
る
協
力
体
制
の
具
体
的
内
容

を
次
回
の
会
合
で
報
告
す
る
と
協
力
要
請

を
行
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
2
0
1
4
年
度
総
会
の
企
画
、

ゴ
ル
フ
大
会
の
予
告
と
会
報
・
Ｉ
Ｔ
・
資

料
の
各
部
会
か
ら
状
況
報
告
が
あ
っ
た
。

幹事・評議員会議の報告

決算・予算の承認と「3つの活動方針」

「会員名簿」の発行を決定
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会
場
は
昨
年
同
様
、
阪
急
豊
中
駅
前
・
ホ

テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー
で
11
時
よ
り
開
催
い
た
し

ま
す
。

今
年
の
ゲ
ス
ト
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
在

校
生
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
、
母
校
豊
中
高
校
の

ダ
ン
ス
部
の
み
な
さ
ん
で
す
。
昨
年
、
創
部
、

２
年
ぶ
り
２
度
目
の
ダ
ン
ス
選
手
権
全
国
大

会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
現
在
50
名
の
大

所
帯
で
、「
見
て
い
る
人
を
笑
顔
に
」多
く
の

方
々
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
精一杯
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
比
較
的
新
鮮
な
分
野
の
上
演

を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
下
さ
い
。

総
会
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
恒
例
の

「
寄
贈
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
即
売
会
」も
開
催

を
い
た
し
ま
す
。
年
々
盛
り
上
が
っ
て
参
り

ま
し
た
本
イ
ベ
ン
ト
に
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
年
の

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25
」の
該
当
期
は
高
校
41

期
の
皆
さ
ん
で
す
。
総
会
の
詳
し
い
内
容
は

24
頁（
裏
表
紙
）の「
豊
陵
会
総
会
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

出
席
者
２
３
３
名
の
今
総
会
、

永
田
会
長
は
、
①
豊
陵
会
行
事
へ

の
関
心
、興
味
促
進
の
声
か
け
で
、

参
加
し
て
初
め
て
理
解
し
つ
な
が

る
喜
び
を
伝
え
、
②
会
員
の
温
か

い
協
力
金
が
将
来
の
母
校
・
豊
陵

会
を
成
長
、
発
展
に
導
く
と
力

説
、
③
母
校
創
立
１
０
０
周
年

に
鑑
み
、
個
人
情
報
保
護
法
な

ど
の
制
約
に
も
屈
せ
ず
、
開
か
れ

た
豊
陵
会
活
動
を
掲
げ
た
名
簿

作
り
を
進
め
た
い
意
向
を
示
し
、

母
校
・
同
窓
会
への
協
力
に
よ
る
、

明
る
い
未
来
へ
の
道
筋
を
開
く
こ

と
を
大
い
に
期
待
す
る
挨
拶
を
さ

れ
た
。
ま
た
ご
来
賓
の
下
川
校

長
先
生
は
、
全
世
界
に
通
用
す

る
人
材
の
育
成
、
か
つ
科
学
的
な

知
見
で
世
界
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
の
生
徒

への
思
い
を
述
べ
ら
れ
、
勉
学
・
志
学
に
尽
く

し
、
し
な
や
か
で
、
粘
り
強
く
、
失
敗
を
も

経
験
と
し
て
へ
こ
た
れ
な
い
力
を
養
い
、
①
温

か
く
見
守
って
い
た
だ
け
る
こ
の
豊
中
地
域
と

つ
な
が
って
支
え
合
え
る
環
境
を
学
校
も
つ
く

り
、
②
様
々
な
現
実
の
事
象
に
対
す
る
、
そ

れ
は
何
な
の
か
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
、
そ
し

て
何
に
役
立
つ
の
か
を
解
明
す
る
力
を
育
み
、

③
そ
の
自
ら
の
解
明
への
努
力
、
過
程
、
そ
し

て
成
果
を
、
相
手
に
伝
え
る
、
周
囲
に
分
か

ち
合
っ
て
人
類
の
財
産
と
す
る
よ
う
な
表
現

力
を
つ
け
る
よ
う
豊
中
高
校
の
生
徒
と
し
て
、

立
派
な
卒
業
生
先
輩
諸
氏
を
見
習
って
羽
ば

た
い
て
ほ
し
い
と
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。
乾
杯

で
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ（
約
60
名
総
会
出
席
）高

40
後
藤
さ
ん
が
、
諸
先
輩
方
の
す
ば
ら
し
い

豊
陵
会
への
ご
尽
力
に
負
け
な
い
よ
う
、
盛
り

上
げ
て
参
り
た
い
と
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。

宴
た
け
な
わ
、
下
川
校
長
先
生
公
認
、
中

間
試
験
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
、
吹
奏
楽
部「
と
よ
す
い
」の
演
奏
は

「
１
０
０
％
勇
気
」で
開
始
。
後
輩
た
ち
が

奏
で
る
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
優
秀
賞
受
賞
の
渾
身
の
演
奏
に
卒
業
生
も

感
激
と
と
も
に
魅
了
さ
れ
、
演
出
か
つ
視
覚

的
す
ば
ら
し
い
活
躍
に
、
熱
い
喜
び
を
禁
じ

得
ず
拍
手
と
と
も
に
、ア
ン
コ
ー
ル
の
声
、「
と

よ
す
い
」生
演
奏
に
よ
る
校
歌
斉
唱
に
感
極

ま
り
、
永
年
の
豊
中
高
校
が一体
と
な
っ
た
総

会
の
締
め
く
く
り
と
な
り
、
越
智
副
会
長
も

す
ば
ら
し
き
出
会
い
の
時
間
を
惜
し
み
な
が

ら
の
お
開
き
を
宣
言
さ
れ
た
。

本年は豊中高校ダンス部を迎えます
今年の豊陵会総会は5月25日（日）です

2013年総会 豊中高校吹奏楽部「とよすい」の演奏

会場、豊高一色の一体感で盛会

10月3日（木）関西クラシックゴルフクラブで開催。「一二三会（ひふみかい）」
（高1・中23の同期会）から3組12名の参加を得て、男子64名、女子8名、総
勢72名。賞品は丹波枝豆などを用意し、好評でした。

■ 昨年の第12回コンペ ■
男子優勝は高15木村榮次さん、女子優勝は高17青山晴美さん、

ベスグロは高22中島 守さん

■第13回豊陵会親睦ゴルフコンペ

開催日時　平成26年10月2日（木）8時28分スタート
開催場所　関西クラシックゴルフ倶楽部
　　　　　(☎0794-72-1231。〒673-1123　三木市吉川町湯谷567)

スタート方式　大洞・湯谷・清水の3コース1番ホールから同時スタート。
組 合 せ　 お申し込み時のご希望に出来るだけ沿うように決定します。

同期会での参加も大歓迎です。
費　　用　キャディ付＝約13,600円。
　　　　　 上記にはプレー費、昼食、会食(ソフトドリンク付き)含む

会　　費　3,000円（賞品代・諸費に充当）

奮ってご参加を
！

青
春
時
代
に
戻
れ
る
楽
し
さ　

 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25
に
予
想
以
上
の
先
生
、
同
期

の
方
々
に
遠
方
か
ら
も
多
数
参
加
が
あ
り
、
大
変

盛
り
上
が
り
終
始
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、

限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
近
況
と
、
皆
様
が
ん
ばっ

て
い
る
の
を
聞
く
の
は
と
て
も
励
み
に
な
り
ス
テ
キ

な
時
間
で
し
た
。
人
生
の
折
り
返
し
を
過
ぎ
、
会

え
ば
青
春
時
代
の
青
臭
い
頃
の
気
持
ち
に
す
ぐ
戻

れ
る
の
が一番
良
い
と
こ
ろ
で
、
も
っ
と
早
く
か
ら
準

備
を
し
て
い
れ
ば
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も

ら
え
た
か
も
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。
総
会
は
今
の
豊

高
を
知
る
良
い
機
会
、
先
輩
の
方
々
も
沢
山
出
席

さ
れ
ま
す
の
で
、
交
流
で
き
る
催
し
も
あ
れ
ば
よ

か
っ
た
な
あ
と
、
ま
た
日
曜
で
は
な
く
土
曜
開
催

な
ら
総
会
に
も
参
加
で
き
、
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り

出
来
た
の
に
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
常
日

頃
か
ら
同
期
と
連
絡
を
怠
ら
ず
名
簿
の
管
理
を

す
る
こ
と
が
今
後
の
私
た
ち
の
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。
高
41
幹
事
さ
ん
の
昨
夏
か
ら
の
声
か
け
は
盛

大
な
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
予
感
。頑
張
って
く
だ
さ
い
。

 

（
高
40　

後
藤
・
岡
本
・
斎
藤
・
櫻
井
）
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春
の
訪
れ
を
感
じ
る
晴
れ
た
よ
き
日
に
3
5
5
名
の
卒

業
生
が
入
場
、
第
66
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
こ
の
人
達
は
東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
直
後
に
入
学

し
充
実
し
た
3
年
間
を
豊
中
高
校
で
過
ご
し
た
。
式
に
は

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
4
台
と
報
道
関
係
者
が
来
て
い
た
。
今
年

は
、
当
校
を
含
め
府
立
高
校
10
校
が
進
学
指
定
校
に
指

定
さ
れ
て
の
初
め
て
の

卒
業
式
で
、理
科・文
科・

普
通
科
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
者
が
卒
業
証
書
を
受

け
取
っ
た
。

　

下
川
校
長
先
生
は
祝

辞
で
、「
仲
間
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、

人
と
人
と
の
関
係
を
大

切
に
生
き
て
欲
し
い
。

メ
キ
シ
コ
で
の
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

国
際
科
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
優
秀
賞
受
賞
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル

な
時
代
を
我
々
も
感
じ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
な
り
、

情
報
・
通
信
技
術
の
発
達
か
ら
国
境
を
越
え
て
い
く
自
由

が
で
き
た
が
、
大
き
な
視
点
で
取
組
む
必
要
が
あ
る
。
東

日
本
大
震
災
で
は
日
本
人
の
助
け
合
い
と
冷
静
な
行
動

は
世
界
か
ら
賞
賛
さ
れ
た
。
す
べ
て
国
際
的
見
地
か
ら
自

分
以
外
の
世
界
に
心
を
抱
き
、世
界
の
人
々
を
思
い
や
り
、

若
い
う
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
違
い
を
理
解
し
、
日
本

の
文
化
歴
史
を
学
ん
で
欲
し
い
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　

永
田
豊
陵
会
会
長
は
、
同
じ
山
田
耕
筰
氏
作
の「
か
が

や
け
風
と
光
」を
歌
っ
た
同
窓
生
と
し
て
、
友
を
大
切
に

66
期
生
の
同
期
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
。
卒
業
後
の
生

活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
お
手
伝
い
を
豊
陵
会
は
し
た
い
の

で
、
5
月
の
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー
の
総
会
で
旧
友
と
出

会
っ
た
り
、
会
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
会
員
名
簿
な
ど

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
進
ん
で
い

か
れ
る
の
を
豊
陵
会
は
応
援
し
ま
す
、と
祝
辞
を
述
べ
た
。

■ 高2淺井由彦さん　文化の日の大阪府教育委員会「教育功労
者表彰」で「学校教育活動協力者」として表彰された。豊陵資
料室の運営を中心に母校と豊陵会とをつなぐ活動、毎年の在校
生への「学校史講義」などが評価された。

■高5櫻井道義さん　2013年4月、財団法人日本病院管理教育協会理事長
に就任。

■高8新宮晋さん　10月26日～ 11月30日、大阪中央区のギャラリーで「小さな
宇宙‐新宮晋展」を開催。11月3日にはドイツ監督が製作した「呼吸する地
球－新宮晋の夢」が上映された／また三田市・県立有馬富士公園休養ゾー
ンに「里山風車」を寄贈／これまでの作品の設計図やデッサンを掲載した
「ぼくの頭の中」を出版した。
■高8本田伊佐子さん　保護司としての活動で藍綬褒章を受けた。11月3日
に大阪府下で褒章を受けた人は43人。

■高8米山宏さん　元・阿南工業高等専門学校長。教育研究功労で11月3
日秋の叙勲で「瑞宝中綬章」を受けた。
■高11中野寛成さん　2013年春の叙勲で「旭日大綬章」を受けた祝賀パー
ティ（発起人代表・浅利豊中市長）が10月2日大阪市内のホテルで開催さ
れた。発起人の１人・森本敏さんが祝辞で豊高時代のエピソードを披露した。
中野さんは「ガンジーの予見から読み解く・みんなで考える日本」を出版、当
日お披露目した。
■高12竹川忠徳さん（「ＮＰＯ法人リタイアメント情報センター」理事長）、高12
阿賀敏雄さん（同理事・関西支部長）　1月23日ホテル・アイボリーで高12
森本敏さん（前防衛大臣）を講師に招いて「東アジア情勢と日本の政治・外
交」との講演会を開催。会場はぎっしりの満員。収益金37万余円が豊陵会
に寄付された。昨年の豊陵会総会で永田会長から豊陵会財政難を聞いた

のが企画の発端という。
■高13北 修爾さん　11月3日秋の叙勲で「旭日中綬章」を受けた。北さんは
現・阪和興業株式会社会長。2006年から11年まで3期6年間、豊陵会会
長を務められた。

■高17松下侃立（やすはる）さん　11月23日～ 30日、豊中・稲荷神社前のアー
トギャラリー「ヒルズワン」で「ナニコレ？珍百顔‐有名人似顔絵展」を開催。
30年前週刊誌に投稿以来、腕をみがいてきた作品を「楽しい突っ込みコメ
ント」つきで公開した。
■高20藤村 修さん　野田内閣の官房長官。10月2日に政界からの引退を表
明。「あしなが育英会副理事長」に専念。東京江東区に転居。

■高21三井正則さん  2013年6月ダイハツ工業株式会社・代表取締役社長
に就任。

■高25髙橋興三さん　2013年6月シャープ株式会社・代表取締役社長に就
任。

■高29加藤芳哉さん　阪急宝塚線・服部駅が12月21日から「服部天神駅」
と改称された。元豊陵会副会長で服部天神宮宮司の加藤さんは「何か困っ
たことがあった時に、身近な心のよりどころとなれるような神社にしたい」と抱
負を語った。

■高42幸田浩子さん　オペラ歌手。1月3日19時から生中継の第57回NHK
「ニューイヤー・オペラコンサート」に出演。ドリーブ・歌劇「ラクメ」から「花
の二重唱」、ヨハンシュトラウス「こうもり」から「公爵様、あなたのようなお
方は」の2曲を独唱。

■高53宮崎貴子さん　ピアニスト。2013年9月、ドイツのドルトムン
トにて4年に1回開催されている、シューベルト国際リートデュオコ
ンクールにて優勝。

「
進
学
指
定
校
」で
学
ん
だ
初
の
卒
業
生

 66期生355名が卒業　　　　
2月28日卒業証書授与式　

 69期生の合格発表 高い豊高人気
文理科で府立高トップレベルの狭き門

　４年目になった前期、文理科入試の合格発表が雨模様の中２月
２７日午後２時から母校正面玄関であった。１６０人（男81女79）が
合格。今回は志願者が557人競争倍率は、3.48倍で10校中トッ
プだった。後期普通科の発表は３月１９日に行われ、志願者359人、
倍率1.79倍のなか合格者２００人（男95女105）が発表された。

豊陵資料室から学ぶ昭和史の一端

平
成
25
年
12
月
に
、
資
料
室
に
て
淺
井
由
彦
さ
ん

（
高
2
）に
よ
る
一
年
生
を
対
象
と
し
た「
現
代
社
会
」

の
授
業
が
行
わ
れ
た
。
授
業
内
容
は
本
校
を
中
心
と

し
た
郷
土
史
・
学
校
史
・
昭
和
史
で
、
視
点
を
自
ら

の
学
舎
と
し
た
講
義
に「
楽
し
か
っ
た
」と
い
う
生
徒

の
感
想
も
あ
る
。
授
業
の
発
案
者
は
石
田
省
三
先
生

（
高
27
）。

「
現
代
社
会
」は
、
1
9
7
9
年
に
我
が
国
の
国
際

社
会
の
一
員
と
し
て
の
役
割
の
増
大
、
複
雑
化
、
多

様
化
す
る
こ
の
社
会

の
実
態
を
地
理
、
歴

史
、
政
治
・
経
済
と

い
っ
た
従
来
か
ら
の

科
目
の
成
果
を
ふ
ま

え
つ
つ
、
総
合
的
に

観
察
し
、
そ
の
問
題

点
を
検
討
す
る
目
的

で
設
け
ら
れ
た
科
目

で
あ
る
。
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豊 陵 会　2013年の決算・2014年の予算

“豊陵会ＩＴ環境”の更なる進歩

豊陵会は本会会員で守り育てる
　平成24年、25年を顧みてみますと、24年度は収入の部に於きまして協力金が
予算比147万円の過達、その他で19万円と160万円の増収に加え、諸経費の圧
縮で次期繰り越し金が予算31万円に対し275万円となり、244万円の繰り越し金
の増加がありました。
　25年度は、協力金が予算473万円に対し91万円増の564万円、一般会費及び
寄付金が予算330万円に対し64万円増の394万円となり、合計しますと予算803
万円に対し実績958万円と、155万円の増収となりました。一方支出に於きまして
も、事務局、各部会等の経費削減努力が功を奏し、繰越金も予算150万円に対し
まして、295万円の大幅な過達が出来次年度（26年度）へ445万円の繰り越しがで
きました。
　これもひとえに、会員各位のご協力の賜物と厚く御礼申し上げます。
　26年度予算は、収入に関しましては前年予算比＋187万円でありますが前年度
とほぼほぼ同額の収入予算でありますが、前期繰越収支差額に支えられています
のも事実であります。
　前々年度（24年度）実績同様の協力金、寄付金をお願い出来ますと、100万円
の収入増が見込めます。支出は24年度、25年度に引き続き経費の圧縮に努めま
すが、次期会員名簿の発行準備に入りますので、前々年、前年実績より多少の支
出増となっています。
　以上、過年度の収支を顧みまして、25年度の決算報告並びに26年度の予算の
ご報告をさせて頂きますが、豊陵会の活動は会員皆様方のご理解とご協力が唯一
の生命線であります。
　「開かれた豊陵会」「参加する豊陵会」の会長のスローガンの下、「豊陵会は豊陵
会会員で守り育てる」と、今一度会員皆様の絶大なるご支援、ご協力をお願い申し
上げます。 （副会長　中島　守）

一般会計　収支予算案（自　平成 26年 1月1日　至　平成 26年 12月31日）　単位：円
収  入  の  部 予　算 支  出  の  部 予　算

前期繰越収支差額 4,000,000 豊陵会報発行費 3,500,000
総会開催費 1,150,000

豊陵会協力金 4,885,000 学校行事支援金 530,000
一般会費収入 3,200,000 卒業記念品贈呈費 268,000
寄付金 500,000 豊陵会報部会 150,000
会報広告収入 500,000 豊陵資料室部会 110,000
総会出席会費収入 1,000,000 IT 推進部会 100,000
総会時販売等収入 250,000 東京支部補助金 150,000
利息収入 3,500 中部支部補助金 100,000
雑収入 15,000 事務局費 2,600,000

諸会議費 1,500,000
事務機器使用料 500,000
事務用品備品購入代 700,000
事務局光熱費 110,000
電信電話料 140,000
通信費 200,000
交通費 50,000
慶弔費 40,000
協力金等払込手数料 135,000
協力金引落手数料 11,000
振込手数料 25,000
雑費 25,000
名簿特別会計繰入 500,000
予備費 1,759,500

計 14,353,500 計 14,353,500

一般会計　収支計算書　（自 平成 25年１月１日　至 平成 25年 12月 31日） 単位：円

収  入  の  部 決　算 予　算 支  出  の  部 決　算 予　算

前期繰越収支差額 2,751,027 2,500,000 豊陵会報発行費 3,235,113 3,500,000

総会開催費 948,920 1,100,000

豊陵会協力金 5,638,000 4,735,000 学校行事支援金 530,000 530,000

一般会費収入 3,222,261 2,800,000 卒業記念品贈呈費 255,610 242,000

寄付金 721,981 500,000 豊陵会報部会 91,948 150,000

会報広告収入 549,500 620,000 豊陵資料室 161,000 200,000

総会出席会費収入 1,068,000 1,000,000 IT 推進部会 97,676 100,000

総会時販売等収入 264,350 300,000 東京支部補助金 150,000 150,000

利息収入 3,680 5,000 中部支部補助金 100,000 100,000

雑収入 40,477 20,000 事務局費 2,121,485 2,450,000

諸会議費 973,539 1,000,000

事務機器使用料 429,110 480,000

事務用品備品購入代 219,069 350,000

事務局光熱費 86,071 100,000

電信電話料 109,077 140,000

通信費 120,290 150,000

交通費 40,860 50,000

慶弔費 0 40,000

協力金等払込手数料 124,380 132,000

協力金引落手数料 10,086 6,050

振込手数料 1,155 25,000

雑費 5,043 25,000

次期繰越収支差額 4,448,844 1,459,950

（うち、当期収支差額） (1,697,817)

計 14,259,276 12,480,000 計 14,259,276 12,480,000

貸借対照表（平成 25年 12月 31日現在） 単位：円

資     産     の     部 負債及び正味財産の部

現金 90,814 負　　債　　の　　部

郵便振替 4,961,780 小　計 0

普通預金 2,294,080 正 味 財 産 の 部

定期預金 12,022,812 運営準備金 3,000,000

仮払金 100,376 積立金 12,021,018

前期繰越収支差額 2,751,027

当期収支差額 1,697,817

小　計 19,469,862

合　計 19,469,862 合　計 19,469,862

      
記念事業特別会計では、受取利息 2,462 円が発生し資産額は 15,488,814 円となりました。

❶５～６年先を見据えた“豊陵会ＩＴ環境”への
ソフトランデイング！！ ❷豊陵会デジタル・アーカイブス

（フェーズ２）への発展！！ ❸豊陵会会員各位への
IT 技術の伝播

５～６年先のＩＴの環境は
window７ or ８になりま
す、したがって、豊陵会
事務局関連ＩＴも更新致し
ます。
（現行の環境はwindow 
XP がベース )

“豊陵会デジタル・アーカイブス
（フェーズ１）”としての環境整
備は終了致しました（資料室に
現存する資料の内、豊陵会報
創刊号～第９４号、紙焼き写真
ファイル３０００件）。さらに、豊
陵会資料室にある有益な情報
を豊陵会デジタル・アーカイブ
スに追加し、充実を図ります。

豊陵会会員各位が、発展・
進歩し続けるにITをこの機
に勉強し、身につけても
らえるコースを設けます。
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■ 以下の皆様より平成25年12月9日付で
　自動振替納入制度（かつ・かいしゅう）より
　協力金をいただきました

■ 総会に寄付金・寄贈品をご提供いただいた皆さん

■ 豊陵会総会（ホームカミング）・同期会（２次会）に出席
いただいた高40期の皆様より協力金をいただきました

荒牧　草平
石田　直人
一見　康雄
岩本　卓治
臼井　　剛
圓谷　亮太
大杉　高志
大野　秀基
岡本　髙明
奥田　英樹
片岡　秀之
川合　武士
木嶋　敬昌
倉内　文孝
黒田　育央

後藤　　淳
齊藤　雅彦
酒井　昭雄
島田　雅也
下河内克倫
図師　崇人
瀬口　慶一
妹尾　高史
田中　英昭
俵　　宏行
土屋　毅雄
角森　博史
時枝　良夫
冨田　佳久
中山　　泰

新宮　一樹
西垣　欣三
野原　敏正
橋本　和也
花田　和俊
逸見　拓生
前田　宗宏
益野　研治
宮武　将之
森　　一朗
森島　直哉
安川　　亨
山中　重雄
山本　真彦
湯浅　俊郎

古島(浅井)加代
浅野　知津
中門(伊藤)直子
山本(射場)智子
森島(生田)透子
川崎(池田)恵子
梅田(石垣)敦子
田戸(石崎)麻子
上田(石田)直子
山岸(磯邊)亜紀子
今仲(市原)敦子
降幡(岩澤)富美子
宇佐美順子
岡本(上野)直美
菅谷(梅本)裕子

宮武(小川)晶子
中司(大塚)裕子
荒谷(大矢)真子
逢坂　悦子
天句(岡本)治子
西阪(岡本)直枝
木村(音窪)美誉子
錦野(海堀)麻子
伊崎(郭)実樹子
和田(梶)孝子
松浦(金子)澄子
岡原(甲斐)寛子
武田(川西)志保
岡田(岸)博美
古堅(北野)佐代子
河野(倉知)典代
櫻井(小嶋)さとこ
臼杵(後藤)裕子

辻(肥塚)直子
財満　千晶
光井(坂野)由紀
指尾　宏子
柴田(柴田)千明
山川(嶌田)万里子
西澤(新家)朋子
古茂田(高杉)陽子
石黒(高橋)さおり
河上(高橋)三枝
井上(高橋)由美子
伊藤(髙畠)奈津子
大内(竹林)晴子
中井(橘)裕子
渡辺(棚橋)亜紀子
東元(谷)美枝
村越(千葉)亜矢
坪井ひろ子

東稔　典子
時枝(中井)真由美
花田(中田)恵里
辻(中野)みゆき
桝谷(仲川)礼子
七元(新居)良子
尾田(西井)貴子
林(西澤)恵美
稲本(西田)容子
有友(西田)帆里
野上　祥代
北原(野副)真紀
中村(波田)美紀
石田(長谷川)知子
東口(林)有紀子
岩尾(藤井)淳子
藤田　尚子
古川(丸田)朱美

吉田(本井)美子
大前(森田)久美
森脇　典子
木野(山川)詠子
三木(山路)千春
葉山(山岨)元美
間柴(山中)祐子
柴田(山本)登子
湯浅　央子
岡島(由田)亜紀子
奥田(吉川)久子
境(吉岡)薫
大岡(和田)知子
中井(渡邊)佳子
以上128人
合計
246,000円

【中20回】
佐藤　雄直
【高3期】
鈴木不二男
妹尾　景行
【高5期】
友国　泰治
【高6期】
上神英二郎
八幡　弘道
阿曽　幸子

山埜(百武)ゆみ子
岸谷(村井)由紀子
【高7期】
中村　允人
牧野　　寿
松田　　郭
望月　靖允
立川(川崎)宏子
【高8期】
後藤　章雄
石田(村中)美代子

【高10期】
上村　彰洋
【高12期】
有田(林崎)進
谷垣由美子
【高13期】
北　　修爾
佐瀬　一男
菅谷(／寿男)梓
松本　　洋
小出　君子

【高15期】
越智　克司
鈴木　莞爾
【高17期】
伊東　成芳
【高18期】
南晴　良之
転法輪(神余)真理
【高19期】
山西　洋一

【旧職員】
塩飽　忠一
【中18回】
小西　清海
【中20回】
佐藤　雄直
【中22回】
田中　　昴
【中23回】
芳賀　　洋
【高3期】
妹尾　景行
【高5期】
友国　泰治

【高6期】
上神英二郎
小西　淳次
小口　良喜
山埜(百武)ゆみ子
【高7期】
草井　由博
中井　梅雄
望月　靖允
【高8期】
東(太田)敦子
神保　雅明
石田(村中)美代子

【高9期】
大久保　孝
堀田　芳男
中村(伊奈)好子
茂木(上島)喜久子
井上(金澤)三智子
野々井(田口)勝子
【高10期】
上田　暉夫
金井　邦夫
長谷川(富田)能民
久保(岡田)文子
【高11期】
中野　寛成

【高13期】
菅谷(／寿男)梓
玉村　憲雄
中尾　寛次
西井　　昭
髙岡(伊敷)浩子
岩武　萬子
松本　欣子
【高15期】
越智　克司
木村　榮次
滝川　勲夫
中村　　信
永田　武全

■寄付をいただきました
☆高 3期豊三会 3万1890円
☆高19期同期会 8万1679円
☆高30期学年会 11万6千円
☆高35期同期会 １万円
☆高40期同期会 ７万1167円
☆高57期同窓会 5万6千円
☆NPO法人リタイアメント情報センター
　理事長　竹川忠徳・理事　阿賀敏雄（高12期）
 37万6875円
☆幹事・評議員会ドネィション
 (H25年 2月19日分） 　8万5千円
 (H25年10月18日分）　7万5千円
☆役員懇親会ドネィション
 (H25年 1月25日分）　1万4千円

■豊陵資料室に
☆高44期　石井(田口)菜緒 3千円

松渓　憲雄
村岡　直泰
守口　建治
安本　　潔
藪田　英俊
山崎　一夫
イゼリ(神原)和代
新上(酒井)賢美
奥村（吉田）和子
【高21期】
岡﨑　邦夫
小島　隆明
平田(澤田)明男
柴山　公一
島原　則雄
下條　信次
多田　克己
西村　　隆
福島　　裕
三浦　清秀
水野　正博
加藤(伊藤)マリ
平田(小林)喜美子
佐藤　春美
中野(澤野)美穂子
橋木(篠田)啓子
山際(鳥飼)広子
伊庭(鍋野)文江
池林(湯川)悦子
【高22期】
榎原　徳行
小川　　寛
鎌田　史朗
岸田　明義
小林　伸行
阪本　保一
徳田　　俊
中島　　守
成田　幸郎

萩原　　哲
久岡　英樹
三木　茂生
水上　　守
村岡　　隆
山尾美佐雄
井筒起美子
漁田(木村)俊子
小倉(羽田)照代
上野(福本)千佳子
金澤(別府)まほみ
他　１名
【高23期】
五十嵐康雄
家倉　　泉
北川　知行
澤村　昭彦
柴田　　尚
竹原　　晃
丹羽　　寛
道畑　時信
島田(植田)暁子
安部(羽田)宝根
太田(村上)妙子
【高24期】
木村　雅紀
後藤　鐵郎
高野　勇人
富永　恭爾
西殿　芳人
西村　　新
藤井　昌之
舟本　仁一
芳本誠一郎
奥野(上田)洋子
田井(舘)京子
伊藤(都地)由紀子
梅本(長村)圭子
吉田(日本)知子

船城　洋子
鈴木(森口)多恵子
【高25期】
小笠原慶彰
大田　幸三
斉藤　信弘
殿広　利之
中山　正登
中川(小畑)弘美
津田(岡田)純子
辻(岡田)賀代子
梅咲(古田)敦子
八木(三田)圭子
【高26期】
池辺　　健
佐藤　雅之
谷　　真明
長谷川淳一
林　　和彦
村田　洋一
山上　祐一
吉田　禎之
中島(小瀬戸)淳子
滝尾真喜子
横井(箸方)葉子
日隈　良江
芝(平嶋)好美
池辺(堀部)恭子
橋本(山田)洋子
髙畑(山林)久美子
【高27期】
井上　　修
飯島　　晋
犬飼　隆夫
岡山　精一
亀井　伸也
苅田　泰之
小島　啓二
佐藤　尚文

志賀　真一
寺田　雅史
中村佐知大
長澤　伸之
灘本　昌久
横田　　均
横田　　聡
石田(浅野)枝里子
長岡(入江)佐江子
薗田(佐賀原)章恵
桑原(中井)紀子
橋本(松林)かほる
赤井(村田)薫
【高28期】
上山　信一
小寺　泰弘
後藤　研了
篠原　卓志
砂原　由和
武内　　武
野中　義博
平松　正嗣
八島　一郎
池田美智子
【高29期】
鵜飼　孝造
梅沢　　亮
榎原　博之
大倉　由嗣
大西　一宏
加藤　芳哉
金井　　淳
楠田　　透
杉山　雅男
高橋　豊彦
滝口　　剛
中西　哲也
成田淳一郎
西村　忠浩

服部　敏幸
広畑　　誠
松嶌　　徹
吉矢　和彦
山村(青木)早苗
冨田(生駒)恵里子
藤田(小原)葉子
今城(木田)みどり
小寺(佐藤)淑子
久保(世戸／かおり)

佳多里
髙木(西川)晃代
友金(兵頭)利枝
後藤(藤本)陽子
吉田（国松）直子
【高30期】
五十川和洋
今木　　誠
小西　敏明
香西　孝純
白石　芳明
髙野　和則
谷田　眞一
寺西　信彦
中内　龍治
中園　幸男
中田　裕省
田中　信治
福田　行俊
宮階　定憲
山田　和人
山本　　直
浅川　直子
石田　素子
神田(板脇)環
中井(呉谷)英美
高奈(常田)美香
高木(西)美由紀
小山(松尾)真弓

武蔵　扶実
山脇　慶子
【高31期】
井上　正一
伊勢本眞裕
高橋　光邦
玉城　祥啓
堤　　俊一
冨野　一郎
長田　憲一
橋本　勝巳
山出　祐司
常行(池川)まゆみ
片山(岡田)千加子
安岡(片野)由美
嶌岡(前田)理恵
松田　智子
苗田(横道)裕美子
【高32期】
石黒　秀和
稲津　高大
北野　吉幸
北原　千春
小寺　祥文
佐々木英郎
毛利　正朗
柳橋　邦生
吉田　　修
巽(井﨑)友子
池口　敦子
石黒(大西)恵子
勝田(鹿島)満恵
小田(小林)和希子
伊藤(阪口)基子
酒井(酒井)裕子
九門(中谷)基
菅(野口)祐子
関(平本)和子
政木　真理

中西(道下)知佐子
古髙(吉田)綾子
江連(渡邊)郁子
【高33期】
片岸佐登志
谷口　顕彦
丹波　　覚
甫立　浩三
宮地　禎幸
今口(甚内)真奈美
芳賀由貴子
上辺（本田）浩子
合田(和田)万美子
【高34期】
伊藤　浩平
岩崎　隆司
近藤　文樹
中村　　洋
奥田　ゆき
杉林（栗山）智子
小林(/由香里)

柚香里
【高35期】
麻植　和男
吉良　哲司
髙浦　慎治
藤沢　竜志
武藤　雅彦
山本　篤志
大倉(安部)正子
得津(石川)圭子
内野　恵美
関　　純子
比留田(田中)貴子
加太(森本)恭子
山本　朝子
【高36期】
浅山　泰之
岡　　士也

黒岩　　督
齋藤　明彦
住田　　光
冨田　和人
中井　　覚
早田　寿夫
山根　淳一
増山(岡島)あづさ
櫻庭(小林)三千代
瀧下(坂東)靖子
佐藤(古谷)徳子
梅本(細見)有香
古川(森)智香子
【高37期】
安東　　優
木田　　聡
栗尾　拓滋
合田　陽一
高橋　　修
中川　智弘
南里　吉彦
船渡　重行
前川　明弘
前川　達治
守本　正宏
谷村(小田)真紀
佐藤(梶田)和江
北原　美穂
木田(栗原)美幸
黒田　　愛
武藤(佐々木)

亜佐子
岡(塩川)有紀
奥野(大丸)裕子
岩崎(棚橋)一恵
遠藤(長岡)加壽子
亀井(古川)圭子
上野(牧野)直美

【高38期】
笹森　孝道
日永　武彦
石原　眞里
金野(岩井)千春
森(大澤)宏子
柏原　恭子
小西　暢子
宇津呂(柴田)三紀
前田(藤原)睦子
日永(藤原)佳子
久保（森）由美子
【高39期】
金原　康人
熊代　直生
豊田　裕司
鳥海　亜哉
中田　博紀
美藤　直人
三木(大内)かおり
稲葉(斎藤)美保
古澤(吹田)旬
宇野(靍田)ゆかり
山本　知世
【高40期】
尾崎　　健
倉内　文孝
諏訪　寛幸
柳田　　学
柏原(小松)美恵
中川(鴻齋)洋子
坪井ひろ子
加茂(中倉)明子
三村(橋本)明子
藤原(平田)陽子
鹿井(波々伯部)

玲子
守山　享子
森(山田)睦美

【高41期】
田中　賢一
古河　　聡
津島(井上)依子
松平（加藤）恭子
浅田(品川)京子
【高42期】
岡本　正宏
柏木　英雄
工藤　恭子
小林　知博
【高43期】
田中　康平
武藤　順一
織田(織田)順子
小林(北浦)靖子
【高44期】
池本　裕行
梶浦　　聡
島崎　洋造
大橋(金澤)みゆき
石井(田口)菜緒
他　１名
【高45期】
北之坊晋次
飛松　　聡
岸本　理恵
下村(佐古)満美子
早田(髙野)敦子
宮脇　昌美
【高46期】
岡本　　薫
河野浩資朗
土井(芝)知志
松本　耕一
【高47期】
東　　和正
山田　　亨
山本圭一郎

【高48期】
中村(福本)慶太
貝戸(井戸上)敏子
富岡(川本)薫
【高52期】
木下　正崇
西川　良太
吉野　康佑
山本千津子
【高53期】
川舟　史晃
東原(東)麻里子
【高55期】
須藤　渉一
出立　辰典
山本　淳一
【高56期】
荒川　正大
太農　哲朗
【高57期】
坊中　浩平
【高58期】
西本　武史
【高59期】
宇佐美達朗
金川　昌和
【高60期】
谷　　勇也
田辺　麻純
山本　えり
【高61期】
加藤　大志
中田　早紀
【高62期】
小田　明寛
黒谷　光宏
西本　昌史
樋口　　健

【高63期】
井路側晃輔
岩井　龍太
丸尾　真司
【高64期】
井上　優大
多井　真一
山浦　孝一
山下　祥平
片桐　穂乃
村岡　千晃
【高65期】
井辺　智也
加藤　雅崇
三國　裕生
岩田　爽風
中川　真佑
西本　有里
樋口　　桃
丸茂奈都子
山佳　眞子

【高21期】
梅名　義昭
小島(岡崎)公助
小西　庸一
笹川　公徳
鈴木政大郎
田村　　守
中村　積方
細見　孝治
松本　俊二
三井　正則
盛口　正昭
吉田　　孝
若田　邦男
清水(酒井)恵美子
鷹取(藤田)みどり

吉田　優子
【高22期】
赤塚　雄一
上原　　茂
中島　　守
【高26期】
塩崎　兼市
【高28期】
明里　一孝
【高29期】
加藤　芳哉
野村　俊哉
【高33期】
野田　浩司
【高39期】
豊田　裕司

村瀬　一郎
山本(黒山)美由紀
木村(城)雅子
宗田(広嶋)京子
【高16期】
須賀　寅充
【高17期】
大坪　武彦
田中　伸忠
【高19期】
山西　洋一
【高21期】
加堂　裕規
【高22期】
赤塚　雄一
中島　　守

【高24期】
吉田(日本)知子
【高25期】
小西(増田)孝子
【高28期】
松井　　豊
【高29期】
加藤　芳哉
【高31期】
竹村(中井)基子
【高32期】
石岡千佳子
江連（渡邊）郁子
【高36期】
古川(森)智香子
【高37期】
南里　吉彦
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【旧職員】
藤田(相川)礼子
今安　達也
齊藤　悦子
塩飽　忠一
瀨川　秀雄
多々　浩爾
内藤　泰宏
長岡　洋安
秀島　保雄
藤上　幸作
増賀　久義
弓庭喜和子
四之宮(斉藤)博子
髙橋　克夫
海田　節子
【中7回】
中川　宗治
【中9回】
田町　　亘
【中11回】
麻生　一郎
谷　　雅夫
【中13回】
大久保博照
【中14回】
佐々木一郎
【中15回】
須々木敏郎
竹沢　荘一
西岡　　孝
藤井　　潔
【中16回】
石井　敏雄
木村　恒雄
後藤　正慶
斉藤　禎敏
吉本　晴彦
【中17回】
赤城　　蕃
高橋賢太郎
堤　栄次郎
冨田　利和
廣瀬　精一
松田　富治
山本勘一郎
横尾　英二
【中18回】
石井　　勉
大久保　博
奥田　福三
木谷　繁夫
楠原　政男
中野　　衛
姫野(／輝夫)元伸
三浦　　稔
森下　一郎
矢島　治明
遊川　益次
【中19回】
秋吉邦一郎
石澤　命徳
先山　　賢
野澤(髙橋)亨
池上(中島)顕
蜷川　親義

原田　直郎
渡辺十四生
【中20回】
柳田(井上)保男
池田　幹雄
今子　邦男
岩佐　幸男
川島　長利
桐山　輝彦
斉藤捨治郎
坂本　　章
髙野　宏樹
綱澤　敏之
長谷川友造
原田　芳雄
山中　　勝
横町　　實
吉村　　選
【中21回】
大谷勇三郎
川嶋　　昭
木下喜一郎
紀乃　　宏
豊田　俊一
鳥羽　如水
中谷　義男
前田　米典
山口　周吾
吉川　四郎
吉武恭一郎
【中22回】
荒川　昭三
上野　　昇
神内　権治
齋藤　道雄
田中　　昂
中西順一郎
中山　武吉
梛　　三郎
広岡　　勤
【中23回・高1期】
有田　幹雄
伊藤　　務
飯嶌　　宏
石田　三雄
小畑　文治
加藤　郁夫
國行　直孝
齋藤　泰一
髙折　益彦
土田　善久
中井　武司
西水　俊也
芳賀　　洋
荒谷　克雄
粟根　功雄
田中　忠人
西島　靖之
舩橋　健正
堀尾　恒彦
本田　菊治
森田　雍大
【中24回・高2期】
鈴木　省輔
戸来　靖雄
淺井　由彦

池田　　武
稲津　邦平
岡田　久男
海堀　常夫
北野　誠一
齋藤　　穎
斉藤　省三
芝池　博司
多田　美邦
寺谷　　修
中西　寛治
中村　栄一
野村　安俊
平田　秀晴
堀田　貞勝
山西陽一郎
【高3期・中25回】
内海　順夫
清水　英範
保良　　徹
口羽　　昭
有田　生雄
井上　寛二
石田　隆弘
今藤　隆右
臼井　　卓
小野　　宏
奥野　明雄
川村　　修
木梨子　勝
久保田　譲
小林　道孝
鈴木不二男
鈴木　伸彦
玉利　　虹
辻　　　彰
刀禰　俊雄
林　　純三
舩橋　誠治
前田　和夫
三富　利雄
安長　　進
吉岡　幸男
若林　信二
久保田(岡口)峯子
栃尾(岡田)圭以子
峨家下朝子
丸山(黒田)敏子
山本(小山)幸子
笹部　英子
湯川(白石)真理子
古川(曽根田)明子
殿最(竹川)ミヨ
岡本(仲井)幸子
三輪(平野)満智子
【高4期・併中】
原　　茂雄
池田　一雄
板倉　　淳
市田　隆一
江本　恭三
尾形　光雄
大澤　　暁
大淵　　恂
川崎　　宏
小寺　　登

岡本(古賀)篤
古武　史朗
佐竹　高明
刀禰　堯介
皆見(中田)勝美
中村　敬三
野津　義之
福谷　好次
古川　博市
水上　利夫
友國(光久)治
安中　一雄
和田　古壽
若宮　良行
渡邉　尚彦
三原(伊丹)磨智子
横田(稲葉)稔子
神畑(上田)治子
乾(喜多／保江)

佐江
子安日登美
足立(田辺)美子
宮崎　初子
【高5期】
阿賀　信夫
石橋　ルキ
稲野　　廣
上原　道世
内山　敬康
角田　貞彦
柏原　幾松
神内　重明
京川　信行
河内　清亮
桜井　通義
楯澤　繁一
篤田　　実
友国　泰治
中塚　善久
中村　廣志
長浜　好良
西村　好弘
福西　新輔
保科　正彦
前川　　巖
牧野　峻三
正田　武弘
松尾宏太郎
松原　永次
横畠　洋志
吉岡　照和
余田(池上)宏子
吉村(大越)久子
佐藤(金谷)睦子
樋口(黒田)紀久子
奥野(斎藤)敏子
貞廣トミ子
泉(髙松)友枝
俣木(谷口)利
吉岡(寺田)淳子
三上(西川)房子
中西(根津)和子
速水(藤上)眞智子
富樫(堀川)英子
加藤(曲直部)

賀久子

中野(松岡)淳子
髙原(村井)喜久子
谷(村上)恒子
廣田(安江)利子
山本　洋子
【高6期】
赤松　　晄
東　　良三
飯田陽一郎
小口　良喜
小田　隆昭
鍜治川　齊
北野　英次
住原　　廣
関口　正一
田中　愼吾
髙尾　良昭
高田　直彦
津田　裕三
東垣　英男
中村富次郎
今堀(中森)勇
西浦　良知
西嶋　　順
西村　康男
福武　啓一
古屋　公男
北方　章夫
三宅　純一
山田　芳弘
山田　　智
川戸(秋山)美智子
権田(新井)智子
赤木(井上)和子
今木登美子
玉置(上原)大枝
陰山(岸間)伶子
河野(小菅)初子
谷口(佐竹)由己子
正田(阪井)元子
田中(笹部)惠美子
島野　照子
浦野(高島)英子
松木(高橋)由紀子
小森(竹端)美代子
松本(中村)悦子
西本(羽室)江美
西浦(早瀬)敦子
南田(樋口)信子
阪田(東田)英子
中原(山本)雅津子
熊中(吉村)和子
【高7期】
今西　春禎
山本(内堀)茂
尾崎　　功
尾林　氐溥
小郷(太田)譲
加古　正尚
草井　由博
栗岡　完爾
小泉　　俊
後藤　康夫
佐竹　正彬
多河　正和
高橋　　宏

武井　俊平
谷本　清彦
津田　康彦
塚本　邦雄
中井　梅雄
中村　允人
西山　　浩
西山　　蕃
延原　章生
林　　正雄
平野　次雄
福武　平二
宮下　正憲
森井　正次
山下　房宏
山田　健治
山中　忠義
山本　泰男
渡邉　敦夫
宮川(浅井)正子
黒川(岩井)銀子
浅田(川勝)重子
板橋(北田)恵美子
近藤(雲野)歌子
山口(越田)美子
澤田(佐々布)重子
乗金(重成)幽美子
本田(高井)明子
井尻(村上)幸子
山本(矢田)温子
久保内(奴)美都子
目加田(山浦)米子
林(山本)淑子
【高8期】
有田　春雄
伊木慶四郎
浦上　民男
江野脇正義
榎谷　實男
加納(／一男)隆至
河﨑　博夫
河端　　彪
君浪　　宏
山口(沢木)政宏
澤田　　稔
新宮　　晋
神保　雅明
田中　建六
髙島　義衛
髙田　雄彦
竹永　昭雄
寺澤　孝夫
中谷　達雄
中野　　裕
西原　　正
西原　　浩
長谷川　哲
平川　英輔
廣瀬　正典
藤井　秀夫
本郷　英毅
松本　憲樹
三宅　晴久
森　　禎良
森垣友二郎
米山　　宏
田中(安藤)智津子
松本(池田)美穂子
吉治(茨木)和子
前中(大石)明子
東(太田)敦子
田中(奥田)勲子
平井(梶)節子
金山　英子
河手　敏子
城戸　恭子

井上(楠山)美和子
笹部　雅美
大門(杉本)幸子
友国　敏子
田中(破戸)汎子
廣野(曲直部)

喜久子
石原(山口)洋子
【高9期】
油井　俊雄
伊瀬　　亘
伊藤　暢朗
宇野　　収
内野　輝夫
加納　邦郎
古賀　理一
芝田　良實
菅瀬　　透
瀬恒　心吉
田中　一行
戸田　忠夫
中江　育男
中村　典男
長岡　壽男
日光　　寛
野畑　　康
廣岡　輝一
藤山　　進
堀田　芳男
水谷　忠昭
溝口　忠顕
横畠啓太郎
中村(伊奈)好子
茂木(上島)喜久子
潮谷(上田)千枝子
水谷(小田)農夫子
堀川(大村)敬子
髙橋(加藤)松子
片山(加藤)由美子
井上(金澤)三智子
平岡（下田）佳代子
樋口(杉本)敦子
森武(瀬尾)恵子
野々井(田口)勝子
金谷(田中)千菜
渡辺(高松)栄
吉田(鶴田)幸子
上芝(中野)栄美子
阿部(丹生)多花子
木下(馬場)千恵子
阪本(増田)登代子
岩本(松井)美祢子
小西(森下)暢子
【高10期】
赤埴　　豊
井内　　敬
上田　暉夫
植木　茂昭
小澤　浩次
尾形　理一
金井　邦夫
仮家　公夫
篠田　純男
成戸　謙吉
原田　昭雄
平井　幸男
廣野　辰彦
村山　　健

八幡　堅造
山岡　隆治
吉村　克彦
渡辺　貞昭
茂野(稲本)桂子
伊東(小栗)東洋子
久保(岡田)文子
鈴木(塩谷)元子
高見(田中)文子
谷野　桂子
下野(塚原)弘子
中井(辻)広子
山本(中塚)万千子
春木(仁平)房枝
稲垣(原)千代子
菅野(平賀)惇子
星野　嘉子
伴(馬上)章代
英(三上)洋子
竹本(水谷)スギ子
【高11期】
飯塚　恒久
奥谷　恭次
家門　　正
樫原英千世
木村　　肇
北之坊皓司
佐竹　俊吾
白藤　孟志
武内　信憙
塚本　　靖
中野　寛成
西台　　宏
広瀬　省二
真鍋　　惇
前田　恒憲
宮野　正仁
村中　　滋
望月　秀泰
濱田(和久田)惠
岩橋　博子
福田(上田)みほ
瀬山(植田)節子
守矢(上條)正子
加藤(岸本)博子
林(佐藤)よし子
小川(笹部)公子
揚戸(田口)紀子
安藤(南部)佳子
賀元(西沢)澄子
樫原(早川)令子
山下(村上)慶子
門田(山田)佳代
【高12期】
阿賀　敏雄
浅井　晴雄
池田　昭夫
岩瀬　久雄
宇野　久義
上﨑　良明
越智　常雄
川添惟一郎
岸本　隆司
近藤　紘一
相馬　弘明
田中　治雄
野口　恭弘
原　　　弘

福崎　　實
藤本　　孝
堀内　重治
本田　　隆
松尾　健介
松原　彰雄
三谷　光弘
水野　康夫
森本　　敏
山路　紘一
木村(伊藤)寿子
寺野(泉)美代子
渡辺(川勝)波留美
窪内(菊池)明子
長谷川(下出)嘉子
吉田(中村)多恵子
池口(貫井)美智子
齋藤(花岡)悦子
三味(浜名)輝子
本多　郁子
井上(萬年)多加子
泉(水波)妙子
上田(山口)貴美子
赤星(渡部)順子
【高13期】
石井　雅博
岩井　長信
加藤　友煕
各務　正俊
数井　敬司
片桐　真二
河村　　洋
河村　哲雄
佐藤　誠二
菅谷(／寿男)梓
髙岡　敏昭
鷹　　敏雄
武田　　学
玉村　憲雄
中尾　寛次
中川　正昭
西井　　昭
平野　政敏
藤間　紘資
藤原　国広
前田周一郎
牧野　卓夫
宮西　康男
髙岡(伊敷)浩子
森本(石川)芙佐子
英(榎原)さよ子
五十嵐(小川)

千佐子
勝田　保子
玉田(亀家)郁子
上田(木村）芳子
菅野(佐竹)和子
小西(笹部)孝子
名田(鈴木)章子
松本　欣子
筒井(山崎)美津枝
【高14期】
井上　明夫
植田　　隆
植田　邦男
浦　　　功
大庭　　宏
押条　　曻

河村　禧郎
久保　研二
島田　寿男
嶋田　邦征
下出　明孝
鈴木　義彦
髙木　正彬
柘植　二郎
中野　正士
中野　英彦
中村明比古
西上　俊次
古川　　実
堀内　　肇
増田　崇雄
宮田　睦彦
村田　　健
森崎　弘士
森里　信生
矢野　秀雄
安井　　実
山路　　昭
山森　康宏
依田　昌彦
和田　　肇
中村(伊東)光子
和知(石川)富士子
井上(磯井)博子
林(宇野)敬子
星野(大石)幸子
田辺(大森)孜奈子
茂木(小林)節子
杉田　詔子
加留部(田中)

久美子
中野(三木)圭子
岡田(村井)真理子
瀧尾(村上)絹子
【高15期】
安達　武雄
足達　統彦
伊藤　秀造
内田　康彦
内田　眞吾
尾﨑　敏紘
越智　克司
織田　光昕
大沼　昭栄
木村　榮次
小山　　明
佐藤　定昭
斉藤　　亨
定森　　悠
島田　康弘
鈴木　莞爾
田中　邦大
多田　　博
髙井　恒夫
高須　元洋
滝川　勲夫
鳥越　皓之
仲田　祐司
永田　武全
永松　通介
長本　利輝
畠中誠二郎
樋口　俊夫
保壽　康博

本田　唯泰
牧山　宗刀
三好　敏之
宮川　勝彦
村瀬　一郎
和田　公一
関根(阿部)秀子
岡田(神内)幸子
魚森(桑原)光代
増井(佐藤)敬子
和泉(谷村)基子
永野　豊子
宗田(広嶋)京子
山中(増成)律子
北村(守屋)美枝子
永井(山本)恵美子
平田(吉村)由喜子
【高16期】
市橋　栄二
倉田　秀昭
島田　勝弘
島野　高志
中尾　幸道
中田　八朗
西尾　　宏
野村　　誠
畑中　昌三
平岡　文二
深井　三郎
益田　哲生
松原　徹雄
丸野鎌一郎
西澤(森井)信善
森里　光生
山本　弘志
吉武　一宏
三谷(植田)和子
城(小池)春美
鈴木(小松)和子
宿利(小山)典子
中塚(桜井)恒子
桂(関)冨美恵
市川（波多野）

美香子
山崎(原)建子
【高17期】
伊東　成芳
伊藤　正孝
上野　精一
尾﨑　豊弘
小林　良三
鴻野雄一郎
佐藤　誠宏
酒井　民春
塩川　博康
雫石　　聰
末村　正樹
千田　智之
田中　　清
田中　照司
永田　庸視
代谷(西野)誠治
本田　忠芳
松村　宗順
山口　時彦
和田　茂雄
髙田(浅田)典子
末廣(井澤)久美

親里(井尻)啓子
今西　裕子
苧田　絹江
石井(大久保)幸子
伊藤(久保)敬子
橋本(辻阪)保子
田中(中林)節子
橋本(西村)道子
森(林)万里子
神島(日南)保子
松嶋(平川)美津子
【高18期】
足立　　肇
井上　泰一
石尾　賢一
岡本　　力
近藤　　洋
瀧川　　宏
野一色　清
藤巻　光雄
蓑原　健次
山川　英彦
吉田(飯田)ちずる
転法輪(神余)真理
大島(竹内)俊
山口(谷江)典子
佐藤(鞆井)弘子
中川(／啓子)景威子
竹中(中塚)良子
深田(福田)悦子
【高19期】
大味　光一
奥村　雅俊
北村　正治
下條　信雄
住吉　廣行
関沢　　愛
寺倉　　進
道喜　義裕
中山　充史
難波　　健
久田　正喜
本多　寛治
山西　洋一
井上(足立)富美江
上野(荒木)裕子
川合(下村)隆子
山内(高宮)悦子
友國(名出)加代子
矢澤(平瀬)道子
野村(森沢)佳乃子
嶋津(吉矢)悦子
廣岡(李)珠子
【高20期】
有木　博美
稲葉　　豊
植村　博行
佐伯　　博
櫻井　章三
正寿　康雄
高田　裕文
鶴田　哲生
富田　栄一
中野　隆史
東浦　康友
夫津木　寛
深津　泰秀
藤村　　修

豊陵会協力金のお願い
　豊陵会会員の皆さまには、平素から格別なご理解と多大なご支援を賜り、厚く
お礼申し上げます。皆さまから頂きました協力金は、豊陵会の活動と母校の教育
活動支援のために大切に使わせて頂いております。豊陵会会員の皆さまのご支援
なくして、これらの事業を遂行する事は不可能でございます。何卒、豊陵会協力
金の趣旨をご理解の上、お一人でも多くの方のご協力をお願い申し上げます。

お名前を掲載し、お礼申し上げます
（平成25年３月１日～平成26年２月28日までに
ご協力いただいた方を会員番号順に記載いたしました）

■協力金をいただきました
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●役員一覧 （平成26年4月1日現在） ☆印は、平成25年4月以降の新任　

会 長
副 会 長

財務幹事

会計監事

幹 事

評 議 員

永田　武全(高15期)
越智　克司(高15期)
木村　榮次(高15期)
中島　　守(高22期)
赤塚　雄一(高22期)
萩原　　哲(高22期)
滝川　勲夫(高15期)
宗田　京子(高15期)
斉藤　省三(高2期)
妹尾　景行(高3期)
辻　　　彰(高3期)
友国　泰治(高5期)
上神　英二郎(高6期)
多河　正和(高7期)
神保　雅明(高8期)
大久保　孝(高9期)
堀田　芳男(高9期)
長谷川能民(高10期)
内田　昌文(高11期)
有田　　進(高12期)
川上　　寛(高13期)
堀内　　肇(高14期)
丸山　幸夫(高15期)
村瀬　一郎(高15期)
梶山　四郎(高16期)
高坂　敬三(高16期)
須賀　寅充(高16期)
中田　八朗(高16期)
正岡　　哲(高16期)
西澤　信善(高16期)
松村　宗順(高17期)
石川　国義(高18期)
佐野　紀夫(高18期)
転法輪真理(高18期)
岡嶋　　豊(高19期)
野原　嗣久(高19期)
渡辺　寿一(高19期)
高田　裕文(高20期)
矢澤　マリ(高20期)
牧野　　隆(高21期)
河田　一裕(高23期)
熊澤　一郎(高23期)
永井　宏明(高23期)
中野　隆子(高26期)
加藤　芳哉(高29期)
神戸　裕子(高29期)
永井　　裕(高30期)
橋田　　浩(高32期)
亀井　圭子(高37期)
薦田　巖男(中10回)
越田　泰生(中16回)
高橋賢太郎(中17回)
松浦　　茂(中19回)
佐藤　雄直(中20回)

豊田　俊一(中21回)
湯浅　一也(中21回)
飯嶌　　宏(中23回)
西島　靖之(高1期)
淺井　由彦(高2期)
政木　　武(高2期)
川島　保春(高3期)
小野　　實(高4期)
道之前由志一(高4期)
前川　　巖(高5期)
八幡　弘道(高6期)
山埜　ゆみ子(高6期)
岸谷　由紀子(高6期)
石橋　美紀(高7期)
平野　次雄(高7期)☆
浅田　重子(高7期)☆
成田　研一(高8期)
牧　　雄彦(高8期)
東　　敦子(高8期)
石田美代子(高8期)
水谷　忠昭(高9期)
上田三千乃(高10期)
久保　文子(高10期)
猪谷　正臣(高11期)
平井　　昭(高11期)
植田　元則(高12期)
菅谷　　梓(高13期)
岩武　萬子(高13期)
小出　君子(高13期)
浦　　　功(高14期)
中野　英機(高14期)
矢野　秀雄(高14期)☆
森里　信生(高14期)
依田　昌彦(高14期)
井上　博子(高14期)
足達　統彦(高15期)
高須　元洋(高15期)
中村　　信(高15期)
仲田　祐司(高15期)
渡邉　　元(高15期)
永野　豊子(高15期)
中出　幸子(高15期)
迎田　允武(高16期)
大川慎太郎(高16期)
湊　　　稔(高16期)
千田　智之(高17期)
廣野　敏生(高17期)
藤田　　進(高17期)
宮崎　保之(高17期)
石尾　賢一(高18期)
小林　正明(高18期)
古川美重子(高18期)
尾上　修一(高19期)☆
奥田　逸朗(高20期)

田村　雅史(高20期)
中野　隆史(高20期)
長門　孝次(高20期)
守口　建治(高20期)
加堂　裕規(高21期)
田村　　守(高21期)
福島　　裕(高21期)
豊田　宣子(高21期)
吉田　優子(高21期)
上原　　茂(高22期)
徳田　　俊(高22期)
平野　二郎(高22期)
福原　美典(高22期)
三木　茂生(高22期)
林　　雅子(高22期)
桑畑　健二(高23期)
中木　常雄(高23期)
深井　玲子(高24期)
増田　吉則(高25期)
折原　玲子(高25期)
片山　泰子(高25期)
横井　葉子(高26期)
雨宮　　伸(高27期)
石田　省三(高27期)
勝又　敏夫(高27期)
神川　定久(高27期)
吉田　伸一(高27期)
長岡佐江子(高27期)
明里　一孝(高28期)
松井　　豊(高28期)
笠井　信吾(高29期)
矢野　正仁(高29期)
石垣　美紀(高29期)
前田　妙子(高29期)
久井　主税(高31期)
山下　典子(高31期)
松本　良枝(高31期)
升井　知子(高31期)
門田　浩一(高32期)
北原　千春(高32期)
赤松　史朗(高33期)☆
岡田　誉雄(高33期)☆
中尾　郁子(高33期)☆
沖原みゆき(高34期)
門田　佳子(高34期)
中原　洋子(高34期)
河野　浩明(高35期)
田中　元彦(高35期)
吉本　正樹(高35期)
岸本　一蔵(高36期)
重定　宏明(高36期)
田中　一史(高36期)
城戸　史子(高36期)
中村　康子(高36期)

福中　寛子(高36期)
古川智香子(高36期)
津田　昌一(高37期)
南里　吉彦(高37期)
南　　千恵(高37期)
木南　　鼓(高38期)
藤田　竜治(高38期)
大西　花子(高38期)
佐藤　琴波(高38期)
権藤由記子(高38期)
髙畑　秀道(高38期)
別所　邦彦(高39期)
重村　桜子(高39期)
米田美代子(高39期)
山見　智子(高39期)
後藤　　淳(高40期)
齊藤　雅彦(高40期)
徐　　廷禹(高40期)
岡本　直美(高40期)
櫻井さとこ(高40期)
桝谷　礼子(高40期)
中嶋　ちさ(高41期)
平野　直子(高41期)☆
中西　育代(高41期)☆
堀岡　良則(高41期)☆
白木　智巳(高41期)☆
久代希予子(高41期)☆
山中美由紀(高42期)
小林　知博(高42期)☆
酒匂　建文(高42期)☆
村上　陽子(高42期)☆
佐々木有里(高42期)☆
尾上　高志(高43期)
児玉健太郎(高44期)
髙橋　繁生(高44期)
北之坊晋次(高45期)
市原史津子(高45期)
橋本　匡弘(高45期)☆
下村満美子(高45期)
三戸　優香(高46期)
野田　健一(高48期)
古澤　頼秋(高48期)
和田あやか(高48期)
石黒　陽子(高49期)
多賀　朋子(高49期)
赤松佳代子(高50期)
山口　真歩(高50期)
磯部　光男(高51期)
畑　　雅三(高51期)
山田　あや(高51期)
佐藤　　健(高52期)
齋藤　佑樹(高52期)
花畑　　雄(高52期)
南岡　俊之(高52期)

岡　　美帆(高52期)
上原　拓真(高53期)
杉浦　郁夫(高53期)
兼田　美紀(高53期)
五十里麻衣(高53期)
寺脇　知里(高53期)
森西　絵美(高53期)
國平　直樹(高54期)
雜賀　譲二(高54期)
徳重美紀子(高54期)
圓岡　美幸(高54期)
臼杵　　毅(高55期)
恩田　淳史(高55期)
横谷　圭祐(高55期)
髙橋　敬子(高55期)
前防由利子(高55期)
勝部　義幸(高56期)
田中　　良(高56期)
宮澤　佳樹(高56期)
梶谷　理紗(高56期)
古澤　真希(高56期)
星野　亜季(高56期)
尾崎　　優(高57期)
小松　光一(高57期)
比嘉　雅浩(高57期)
安福　一貴(高57期)
筒井　優沙(高57期)
大西　　唯(高57期)
平尾　友美(高57期)
上西　将司(高58期)
早野　貴至(高58期)
中村　志穂(高58期)
門脇　亮太(高59期)
尾西　沙絵(高59期)
岸田絵里加(高59期)
石野　勇次(高60期)
喜多　芳裕(高60期)
吉田　将平(高60期)
石井　友梨(高60期)
柏原　成美(高60期)

田辺　麻純(高60期)
中島　早苗(高60期)
上栗　良介(高61期)
新居美奈子(高61期)
黒谷　光宏(高62期)
姫田　慎也(高62期)
山下　真護(高62期)
川西　咲希(高62期)
小島　　碧(高62期)
松本　紗和(高62期)
田原　大祐(高63期)
美野　千尋(高63期)
井口　大夢(高64期)
上村　文哉(高64期)
上原　瑛美(高64期)
星　安理沙(高64期)
荒川　挙人(高65期)☆
下村　龍一(高65期)☆
植屋　陽佳(高65期)☆
川上　　彩(高65期)☆
同期会世話役
中村　治貴(高66期)
石川　美里(高66期)
伊達　　巧(高66期)
村岡　彩夏(高66期)
中村　環太(高66期)
桑原　寿奈(高66期)
市川　岳人(高66期)
菅野　知佳(高66期)
大竹　弘泰(高66期)
山内　里花(高66期)
西岡　祐飛(高66期)
信山ひな子(高66期)
龍本　雄大(高66期)
堺　　美来(高66期)
牧　　省吾(高66期)
太田　枝織(高66期)
下川　朋之(高66期)
上野山奈々(高66期)

▽部会長
総務部会長
会報部会長
会報副部会長
資料室部会長
IT推進部会長
IT推進副部会長

▽事務局
事 務 局 長
事 務 局 員

村瀬　一郎(高15期)
神保　雅明(高8期)
妹尾　景行(高3期)
川上　　寛(高13期)
丸山　幸夫(高15期)
渡辺　寿一(高19期)
　

中尾　寛次(高13期)
高岡　浩子(高13期)
野村佳乃子(高19期)
伊藤　晴康(高21期)☆
菅　　祐子(高32期)
江連　郁子(高32期)
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昨年11月9日、名古屋商工会議所の名商グリルにおいて、永田会長・

下川校長のご出席をいただき、第6回豊陵会中部支部総会・懇親会を開

催しました。

恒例の講演会は、講師を京都大学理学研究科附属天文台台長の柴田

一成氏（高25期）にお願いし「太陽の脅威とスーパーフレア」というテーマ

でお話いただきました。

太陽ではフレアと呼ばれる爆発現象が頻繁に起きており、地球の環

境や社会に少なからぬ影響を与えているが、数千年に1回は超巨大爆発

（スーパーフレア）が起き、停電や通信障害だけでなく放射線によって生

命にも危険を及ぼす可能性があるということです。「地球上から恐竜が

絶滅したのは巨大隕石の衝突によるとういのが通説だがスーパーフレア

の可能性もある」という少し“怖い”お話でした。

また今回は初めての試みとして支部総会前に名古屋市科学館のプラネ

タリウム観覧ツアーを行いました。講演会のテーマに合わせての企画で

大変好評でした。 （中部支部書記　高27期　中村佐知大）

2013年度東京支部総会・懇親会は、6月22日（土）正午から新宿の「ハ

イアットリージェンシー東京」で開催されました。本部からは、永田武全会

長、母校の下川清一校長先生、恩師ご招待の弓庭喜和子先生の3人のご

来賓をお迎えでき、学士会館から3年ぶりに会場を新宿のエレガントなシ

ティホテルに変更したこともあり、ここ15年では最高の、141名の皆さま

にお集まりいただくことができました。着席ビュフェスタイルで、美味しい

中華料理でゆっくりと和やかな食事と歓談が進む中、恒例でありますマッ

チング&アピール・コーナーでは、元気な若手出席会員のアピール等で繋

がりを深める活気あるコーナーとなりました。有志会員提供のプレゼント

争奪じゃんけん大会で大いに盛り上がる中、校歌を全員で斉唱し、総会・

懇親会は幕を閉じました。このあと二次会に繰り出す期もあり、また別室

で用意された「弓庭先生をかこむ会」には、21期から46期までの教え子28

名が参加して、懐かしく、楽しい語りあいが続き、別れを惜しみながら、

午後5時過ぎにお開きとなりました。 （東京支部長　高13　松本洋）

じゃんけん大会で大盛り上がり

平成26年6月21日（土）正午か
ら、今年も新宿のハイアットリー
ジェンシー東京で開催します。
東京支部恒例の「恩師招待」は、
昭和34年から58年の長きにわ
たり在職されました保健体育科
担当の丸岡一清先生をお招きし
ます。多くの皆様に年に一度の
総会懇親会をお楽しみいただけ

るよう鋭意企画を進めておりま
す。最新情報は、FACEBOOK「豊
陵会東京支部」で逐一お知らせい
たします。ご期待下さい。首都
圏在住の同窓の皆様方の縦・横
の絆と交流を深めていただける
絶好の機会です。お誘い合わせ
の上多数ご出席下さいますよう
ご案内申し上げます。

　個別のご案内は、5月上旬に各期の常任委員から発送・発信します
が、新たに首都圏に転入されたりして届かない方は東京支部事務局
（houryou.tokyo@gmail.com）までメールでお知らせ下さい。案内状
と払込取扱票をお送り致します。

会　費 事前振り込み 当日払い
一　般 7,500円 8,000円 
夫婦（２名分） 14,000円 15,000円 
学　生 3,000円
新卒生（66期） 無料ご招待

プラネタリウム観覧ツアーも
第6回中部支部総会を開催　　

今年は
11月15日（土）
15時開催

今年の総会は11月15日（土）午後３時か
ら名商グリルで開催します。今年も手
作りの楽しい総会にしたいと思います。
ぜひご参加ください。

話がつきない懇親会

CHUBU

中部支部

TOKYO

東京支部
141名が参加

東京京支部25年度総会支部25年度総会    　　　　　　　　

今年の東京支部総会・懇親会
6月21日（土）ハイアットリージェンシー東京で開催
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学校ニュース

学
校
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ュ
ー
ス
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進路指導部から

　平成26年度入試が終わり、合格者数の集計結果を別表
に示しました。3月28日時点での数ですので誤差があるか
と思います。今後修正を加えていきたいと思っておりま
す。最終的な結果は、本校ＨＰに掲載する予定です。
　3年生4月時点の志望状況では、例年と比べ、京大志望
と神大志望が増加、阪大志望は例年並みでしたが、受験
結果においても同様となり、浪人生も含め、大躍進の結
果になりました。特に京大は近年現役生合格者が1名程度
でしたが、今年度は4名（現浪6名）の合格となったのを始
め、阪大は昨年比8名の増加、神大は11名の増加となりま
した。
　今年度は文理学科4クラス159名の最初の卒業年となり
ますが、京大、阪大、神戸大の合格者について、文理学

科の割合を見てみると約67％を占め、文理学科の健闘がうかがえ
ます。また、今年度の傾向として、地元の大学だけではなく、東
工大や筑波大、一橋大、早稲田大など関東方面にも自分のやりた
いことを実現するために志望、合格する生徒が出てきているのも
特徴といえます。これはＳＳＨなどに取り組むなかで、本当に自
分のやりたいことを見出す生徒が増えてきたからかもしれません。
　さて平成26年度ですが、新1年生は4月2日に入学式を終え、4月
3日にはオリエンテーションを行ない高校生活へのスタートを切り
ました。9月には今年も豊高ＯＢの方をお招きして職業別講演会を
行う予定です。（進路指導部）

◇
　進路指導部よりのお願いです。卒業生の方で大学受験をし、合
格または進学された方は、①期　②名前　③大学・学部名を豊中
高校にお知らせください。どうかよろしくお願いします。メールの
場合は、下のアドレスにお願いします。
　goukaku@toyonaka.osaka-c.ed.jp

「ＳＧＨアソシエイツ」に
指定される
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今年の大学受験結果を進路指導部の資料をもとに掲載します。
3月28日現在、進路指導部が速報値として把握した資料を掲載してい

ます。受験生徒からの報告集計であり、今後到着する結果報告で数値が
変ります。確定数値は豊高ＨＰで、また6月の3年生徒への『進路指導資料』
に発表される予定です。

■平成26年度入試　卒業生の合格者数状況 （3月28日現在）

（　）内は現役合格者数、私立は延べ数。
【国立大学】北海道大3(2)、弘前大1、東北大1、筑波大2(2)、埼玉大1、
一橋大1(1)、東京工大1(1)、東京海洋大1、横浜国立大1(1)、静岡大
4(3)、信州大1、名古屋大1(1)、名古屋工大1(1)、三重大1、滋賀医科
大1(1)、京都大6(4)、京都工芸繊維大7(4)、京都教育大3(3)、大阪大
39(18)、大阪教育大16(12)、神戸大31(25)、奈良女子大1(1)、広島大
1(1)、島根大1(1)、徳島大1、香川大1、九州大1(1)、防衛大学校1。
【公立大学】埼玉県立大1(1)、高崎経済大1、都留文科大1、滋賀県立大
3(1)、福井県立大1(1)、京都市芸術大2(1)、京都府大3(2)、京都府立医
科大1(1)、大阪市大25(18)、大阪府大12(4)、神戸市外大5(4)、兵庫県
大6(2)、奈良県立大1、岡山県立大1、香川県立保健医療大1。
【主な私立大学】早稲田大17(5)、慶應義塾大6(1)、東京理科大7(5)、国
際基督教大1(1)、上智大2、青山学院大3、明治大10(5)、中央大3、立
教大2、法政大6(3)、関西大124(72)、関西学院大172(133)、同志社大
166(86)、立命館大209(104)、京都産業大5(1)、龍谷大9(4)、京都女
子大10 (10)、京都薬科大3(3)、同志社女子大21(20)、佛教大3(3)、大
阪医科大6(6)、大阪薬科大1(1)、近畿大55(32)、大阪工業大2(1)、関西
外国語大2(1)、甲南大14(9)、甲南女子大1(1)、神戸薬科大3(3)、神戸
学院大3、武庫川女子大25(25)、神戸女学院大2(2)、神戸女子大2(2)
【専修学校等】大阪厚生年金1、国立病院機構2
【就職　なし】

2014年大学受験の結果速報

岡田教頭が【みどり清朋】校長に
　4月 1日付の府職員人事異動が発表されました。今年は例年より少な
い異動数となりました。
　転出入のお名前は次の通り。カッコ内は転出先・前任の校名など。
　略号　退＝定年などで退職。退再＝退職して再任用。期付＝常任講師。
　非講＝非常勤講師。

■転出等　
教頭＝岡田憲玄（みどり清朋・校長）▼国語＝林出勝代（河南）
▼理科＝阪本政行（刀根山）・高倉俊一（北千里）・中川道廣（退職）
▼体育＝石渡晋　（北千里）▼英語＝太田絵里夏（退期付）・馬渕早
智（箕面）▼情報＝堀上哲睦（退期付・枚方津田）▼実習教員＝稲
垣公英（退再・咲州）

■転入等
教頭＝石田利生（山本）▼国語＝國友奈美（池田）▼理科＝木下真
由美（期付）・木村泰彦（期付）・坂田霞（新採用）▼体育＝増田昇
大（新採用）・小川憲人（非講）▼芸術（美術）＝寺井寿子（非講）
▼英語＝梅原拓也（池田）・城台祐樹（箕面支援）▼実習教員＝出来
享子（泉尾）

■平成26年度　教職員の人事異動

現
役
・
浪
人
と
も
に
大
健
闘

今年の大学入試
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◇卒業生による職業別進路講演会実施
　 平成25年9月19日に卒業生が在校生に自分の職業の講演をする
授業が行われた。
期 名前 職業 現在の勤務先
35 山本　朝子 薬剤師 参天製薬㈱
39 鳥海　亜哉 キャリアカウンセラー 大阪府立大学キャリアサポート室
41 酒匂　建文 公認会計士 株式会社COMPASS
54 大野　美幸 公務員 豊中市役所　教育総務室企画チーム
39 豊田　裕司 経営 巴製作所
41 藤岡　敦子 キャビンアテンダント
35 海堀　昌樹 医師 関西医科大学附属枚方病院
41 安威　俊重 技師 三菱重工
35 関　純子 アナウンサー 関西テレビ放送
44 大辻　晶子 初等教育 茨木市立中津小学校
42 小林　知博 大学准教授 神戸学院大学
53 川舟　史晃 銀行員 三井住友銀行

「豊高プレゼンテーション」

「シンガポール国際科学チャレンジ2013」 「文化祭」

「体育大会」
「スーパーサイエンスセミナー」

「修学旅行」

その他の活動

「造形二科展」

学 校 生 活

世界中の１２の国と地域から２７チーム８１名の高校生たちが参加し、①科学研究
ポスター発表、②フィールドワーク発表　③科学創作デザイン発表の３部門のコン
テストが行われました。日本からは本校で入学当時からＳＳＨ活動に取り組んできた
３年生３名が参加しました。

科学研究の部門では、「奄美大島のノイヌ・ノネコの食性調査」に関する研究の
発表を行いました。また、河川の水質と周辺の動植物の生態調査をするフィール
ドワーク部門、水の自立循環と自家発電システムを持つ近未来都市をデザインす
る創作デザイン部門では、海外の高校生たちと交流・議論をしながら取り組み、
見事３位と１位の優秀賞を獲得することもできました。

　厳しい暑さの中、平成２５年９月７日、８日に文化祭が開催されました。柔剣道
場では、豊高文化祭の名物となった３年生の「演劇」の発表、体育館では、吹奏楽部、
軽音楽部などの発表が行われました。校舎内では、各クラスの企画（お化け屋敷、
映画上映、喫茶店など）や各文化部（漫研、華道部、書道部、美術工芸部）の展示
など、生徒の創意工夫あふれる催しで賑わいました。また、７日夕刻は中夜祭が行
われ、バンド演奏やダンス、漫才などの発表で大いに盛り上がりました。入場者数
は昨年を上回り、校内が人であふれる状況でした。

平成２５年６月６日、恒例の体育大会が開催されました。「橙団」、「朱団」、「紫団」、
「青団」の４つのチームに分かれて、それぞれに工夫を凝らした応援リーダーの衣装
と、お揃いのＴシャツで登場し、各種リレーや「台風の目」「綱引き」「騎馬戦」などの
団体競技で競い合いました。また、２年生による「ダンス」と、３年生による「パフォー
マンス」は、年々パワーアップして惜しみない拍手が送られました。
中間考査後の一週間ほどの短期間で各団のリーダーを中心に、「立て看板」や「応

援合戦」の準備が行われ、豊高生は例年と同様に素晴らしい集中力を発揮しました。
季節外れの暑さの中、多くの来場者があり、熱く燃えた一日になりました。

１年生希望者４０名を対象に、土曜の時間などを利用し、サイエンスに関わる実験・
実習などを行ってい
ます。また、コミュニケーション・ディスカッションなどについての特別授業も行い、

基本的な知識・技能だけでなく、科学的な思考力や表現力を養うことをめざしています。
不思議に思ったことを自分たちで検証していくという、科学の魅力に取りつかれた生

徒たち。その熱気と興奮に教室は毎回包まれています！１年間の活動を通して、教科や、
理系／文系という枠にとらわれることなく、科学に対する幅広い興味・関心を持った、
貪欲な生徒たちが育ってくれています。

平成２６年２月７日、池田市民文化会館アゼリアホールで第２回「豊高プレゼンテー
ション」が開催されました。昨年、音楽会と文化・研究・授業発表の要素が加えた
第１回以上に内容の充実を図りました。第Ⅰ部は英国語学研修発表、文科課題研究
発表、東日本大震災ボランティア活動報告、群読の発表、創作ダンスの実演が行
われました。中でも群読は総勢１２１人で平家物語「木曽最期」を声を揃えて発表す
るもので迫力がありました。第Ⅱ部では、１年生による混声合唱や吹奏楽部の演奏
が行われ、最後は１年生の音楽選択者全員で歌う「凱旋の歌」で締めくくられました。

平成２４年７月４日から７日まで、２年生は北海道道央へ３泊４日の修学旅行に行っ
てきました。
初日は伊丹空港から飛び立ち、新千歳空港到着後、旭山動物園とノーザンホー

スパーク・ファーム富田に分かれて北海道を楽しみました。２日目は、各自が選ん
だプログラム（マウンテンバイク・清流魚釣り・生キャラメルとアイス作り）とラフティ
ングを体験し、３日目は、ファームビジット。天候にも恵まれ、ラフティングでは北
海道の大自然を満喫し、ファームビジットでは農業体験の後でジンギスカンやメロ
ンをごちそうになりました。また、３日目の夜は全体レクリエーションが開かれ、生
徒が趣向を凝らした出し物を次々に演じ歌い、楽しい時間を過ごしました。最終日
は、小樽でクラス写真を撮影後、グループに分かれて小樽の街を自由散策しました。
生徒は昼食では小樽の味を堪能し、たくさんのお土産を買っていました。
この間、ホームページには、例年同様に修学旅行ブログが開設され、リアルタ

イムで報告が掲載され、非常に多くのアクセスがありました。

●スキースノーボード講習会：１年生、平成２５年１２月２４日～２７日、志賀高原
●英国語学研修旅行：平成２５年７月２１日～８月２日、イギリス・バース
●１年オリエンテーション合宿：平成２５年４月３日～５日、新大阪近辺のホテル

　平成２６年２月１０日から１４日まで、豊中高校１階の３年１組から４組までのHR教室に
て１年生の美術および書道選択者による作品の展示「造形二科展」を開催しました。
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◆野球
▽秋季近畿地区高校野球大阪府予選
　豊中9－0淀商業
　豊中9－7東住吉
　桜宮10－5豊中

◆アメリカンフットボール
▽第43回関西高校選手権予選
　近大付属15－12豊中
▽第４４回全国高校大阪府予選
　大阪学院21－24豊中
　高槻26－0豊中

◆ラグビー
▽近畿大会府予選
　四条畷33－0合同チーム
　（池田、豊中、千里青雲、履正社）
▽大阪総体予選リーグ
　鳳57－0合同チーム
　大阪産大132－0合同チーム
▽全国大会府予選
　関西大倉10－12合同チーム
　（池田、豊中、千里青雲、履正社、
　　大商学園）
　桜塚38－12合同チーム

◆薙刀
▽大阪高等学校総合体育大会
　演技の部　ベスト８
▽近畿大会大阪府予選
　団体の部　３位　（近畿大会出場決定）
　演技の部　４位　（近畿大会出場決定）
◆ダンス
▽南港ダンスフェスタ　予選通過
▽ダンススタジアム予選　予選通過
▽ダンススタジアム全国大会出場

◆バドミントン
（男子）
▽豊能地区高校大会
　複　準優勝
▽大阪高校総合体育大会（複）
　豊中2－0枚方津田
　豊中2－0箕面自由
　豊中2－0吹田東
　大和田2－1豊中
（女子）
▽大阪高校総合体育大会
　(団体でベスト16) 
　豊中3－0桜塚
　豊中3－2交野
　豊中3－1池田
　阿武野3－2豊中

◆バスケットボール
（男子）
▽大阪府高校総合体育大会
　豊中102-61大冠
　豊中71－57東淀川
　豊中53－41北野
　福井80－57豊中
（女子）
▽大阪府高校総合体育大会

　豊中80－59聖母被昇天学院
　東淀川57－51豊中
◆ソフトテニス
（男子）
▽ウィンターカップ　中央大会出場
▽公立大会個人戦　中央大会出場
▽大阪府新人大会個人戦　
　中央大会出場
▽大阪府新人大会団体戦　
　泉陽3－0豊中
（女子）
▽大阪高体連夏期新人戦　３位、９位
　大阪総合体育大会団体予選
　豊中2－1東海大仰星
　千里2－1豊中
◆男子バレー
▽大阪府高校総体兼全日本高校選手権
　地区予選
　豊中２－１咲くやこの花
　星翔2－0豊中
▽新人大会
　長尾2－0豊中
　清教学園2－0豊中
　大体大浪商2－0豊中

◆女子硬式テニス
▽サマーテニストーナメント
　豊中6－1門真なみはや
　豊中6－4山本
　梅花2－6豊中
▽大阪高校総体
　泉陽６－１豊中
　豊中６－２西
　大商6－1豊中
▽秋季公立高団体戦
　豊中４－１高津
　豊中3－2八尾翠翔
　槻ノ木3－2豊中

◆女子ハンドボール
▽春季総体
　豊中23－10金蘭会・関大北陽
　摂津13－8豊中
▽秋季総体
　豊中18－11大冠
　豊中23－11泉北
　宣真47－7豊中　大阪府ベスト８
▽新人大会
　豊中19－18茨木
　豊中14－5牧野
　豊中9－18千里青雲

◆文芸
・文化祭で部誌「銀杏」販売
・「月刊文藝部豊饒」作製
◆生物研究
・三国立高校研究発表会
・第60回日本生態学学会　静岡大会
・大阪府高校学校生徒生物研究発表会
◆美術工芸
・第65回府高等学校美術工芸展　出展
◆電気物理研究部
・地域子ども教室カーニバル

おもしろ科学教室　実演
◆漫画イラスト研究
・ 第22回 全国高等学校漫画選手権大会
まんが甲子園(予選敗退)

◆軽音楽
・We are sneaker Ages　予選７位
◆音楽
・堀田会館で発表
12月21（土）「ふれあいサロン」でクリス
マスコンサート

話題を残して卒業の2選手・・・・・・・・・・・・・・・・・・
明瀬優香さん　女子8百メートルで前年度につづいて近畿大会出場を果した3年明瀬(み
よせ)優香さん。2年連続の近畿大会出場は昭和63年の堀本悟史さん(高41＝走り高
跳びでインターハイ連続出場)以来の快挙。

　　近畿大会では居並ぶ私学の強豪相手に自己新記録を更新したが全国大会には及ばな
かった。名古屋・神丘中学時代、2百メートル県下7位の実力は豊高入学後、中距離
に転向。1日1時間半の短いクラブ活動時間の中で真摯な姿勢で他の部員をリードし、
女子のレベルを引上げさせた功績は評価される。

井手麻由佳さん　小学校3年生以来「箕面モンキーズ」の投手、箕面六中の正二塁手とし
て活躍。北野高校野球部は女子の入部を認めないというので豊高に入学。当時の吉
田顧問の「特別扱いはしない」という方針のもとで創部90年の本校野球部初の女子選
手として充実した3年間を過ごした。大阪府高野連が女子の公式戦出場を認めないの
で練習試合で二塁手に起用され得意のバントだけでなく、打撃でも3割近い打率を残
している。夢は大きく大阪体育大でさらに高度な技術を求め、女子野球の日本代表を
目指したいという。

豊高スポーツ

芸

豊 高 文 化 部

1年間の記録
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自
分
の
豊
高
時
代
を
思
い
出
す
瞬
間
に
何
度

も
出
く
わ
し
ま
す
。
体
育
大
会
の
ダ
ン
ス
や

文
化
祭
の
演
劇
な
ど
、
行
事
に
力
を
出
し
尽

く
す
生
徒
た
ち
。
昼
休
み
、中
庭
の「
風
と
光
」

の
下
で
友
達
と
弁
当
を
食
べ
て
い
る
生
徒
た

ち
。
勉
強
も
一
生
懸
命
、
行
事
も
ク
ラ
ブ
も

一
生
懸
命
に
取
り
組
め
る
の
は
、
そ
れ
は
豊

高
生
が「
息
抜
き
の
天
才
」だ
か
ら
。
脈
々
と

引
き
継
が
れ
て
き
た
豊
高
の
伝
統
は
、
こ
の

メ
リ
ハ
リ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
豊
高
生
に
も
、「
心
の

ゆ
と
り
」を
持
ち
、
友
達
と
過
ご
す
息
抜
き

か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー

 

53
期　

五
十
里
麻
衣（
音
楽
科
）

　

縁
あ
っ
て
、
豊
中
高
校
の
音
楽
担
当
と
な

り
二
年
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
歌
声
が
教
室

に
響
く
授
業
は
、
仕
事
で
あ
り
な
が
ら
、
私

の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
そ
う
な
歌
声
。
か

と
思
え
ば
、
勉
強
の
ス
ト
レ
ス
の
発
散
か
と

い
う
よ
う
な
叫
び
に
近
い
歌
声
。
け
れ
ど
、

音
楽
会
に
向
け
て
は
一
致
団
結
！
こ
の
時
の

合
唱
に
は
ぞ
く
ぞ
く
っ
と
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど

で
す
。

　

彼
ら
の
歌
声
か
ら
は
、
多
く
の
可
能
性
や

底
知
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
音
楽
が
人
を
感
動
さ
せ
る
の
は
小
手
先

の
技
巧
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
な
く
、
演
奏
者

の『
姿
勢
』そ
の
も
の
だ
と
改
め
て
思
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

毎
回
、
小
さ
な
喜
び
・
感
動
・
時
に
…
 い

か
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
彼
ら
の
こ

れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

豊
高
生
と
し
て
の
矜
持
を

 

53
期　

杉
浦
郁
夫（
生
物
科
）

　

卒
業
し
て
か
ら
十
二
年
が
経
ち
、
教
員
と

い
う
立
場
で
帰
っ
て
き
た
豊
中
高
校
。
こ

の
十
二
年
間
で
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
、
変

豊
高
魂

 

58
期　

上
西
将
司（
社
会
科
）

　

豊
高
時
代
と
い
う
と
、
日
々
を
楽
し
く
過

ご
し
、
な
に
よ
り
ク
ラ
ブ
活
動
に
明
け
暮
れ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

教
師
に
な
り
、
生
徒
た
ち
と
接
し
て
い
る

と
、「
ク
ラ
ブ
活
動
は
勉
強
の
負
担
に
な
る
」

や「
勉
強
と
ク
ラ
ブ
と
の
両
立
を
自
分
に
は

で
き
る
の
か
」と
い
っ
た
勉
強
を
学
生
生
活

の
中
心
と
し
た
考
え
の
悩
み
が
多
い
と
感
じ

ま
し
た
。
学
生
の
本
分
と
し
て
間
違
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
卒
業
生
と
し
て
は
淋
し
く
思

い
ま
す
。
勉
強
が
大
切
だ
と
は
理
解
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
だ
け
に
偏
ら
ず
、
好
き

な
こ
と
に
も
情
熱
を
注
ぎ
、「
二
兎
追
う
も

の
は
一
兎
も
…
 と
い
う
が
、
豊
高
生
と
し
て
、

あ
え
て
二
兎
を
追
う
」と
い
う
姿
勢
は
、
自

分
た
ち
が
先
輩
方
の
背
中
か
ら
学
ん
だ
こ
と

で
あ
り
、
私
が
豊
高
時
代
感
じ
た
豊
高
魂
で

し
た
。

　

質
実
剛
健
の
精
神
と
共
に
、
こ
の
豊
高
魂

が
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

切
に
願
い
、
教
師
と
し
て
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

百
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に
教
員
と
し

て
携
わ
れ
た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
い
、

ま
た
心
よ
り
誇
り
に
感
じ
ま
す
。

息
抜
き
の
天
才

 

57
期　

安
福
一
貴（
英
語
科
）

　

私
は
、
57
期
の
豊
高
生
。
今
、
私
が
担
任

を
持
っ
て
い
る
豊
高
生
は
67
期
。
10
年
の
時

を
経
て
、
教
員
と
し
て
豊
高
に
い
ま
す
。

　

私
の
豊
高
時
代
は
、
そ
ん
な
に
真
剣
に
勉

強
に
取
り
組
ん
だ
わ
け
で
も
な
く
、
の
ん
び

り
と
過
ご
し
た
３
年
間
で
し
た
。
良
き
友
達

に
恵
ま
れ
、「
息
抜
き
」の
言
い
訳
で
よ
く
遊

び
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
今
、
生
徒
た
ち
に
、

ど
こ
か
は
が
ゆ
い
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら

も
、「
勉
強
し
ろ
」と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

母
校
で
教
員
と
し
て
過
ご
し
て
い
る
と
、

－あと7年－

夢
中
に
な
れ
る
も
の
を
見
つ
け
て

 

60
期　

田
辺
麻
純（
国
語
科
）

　

私
が
豊
中
高
校
を
卒
業
し
た
の
は
六
年

前
、
こ
の
よ
う
な
形
で
母
校
に
戻
っ
て
く
る

こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
た
先
生
方
に「
田

辺
先
生
」と
呼
ば
れ
、
同
じ
職
場
で
働
く
と

い
う
の
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
慣
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
の
豊
中
高
校
で
私
は
国
語
が
好
き
に
な

り
、
す
ば
ら
し
い
先
生
方
に
恵
ま
れ
、
教
師

と
い
う
職
業
を
志
し
ま
し
た
。
私
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
高
校
生
活
で
は
、
夢
中
に

な
れ
る
何
か
を
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
に
見

つ
け
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は

仕
事
と
し
て
、
時
に
は
趣
味
と
し
て
そ
れ
に

関
わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は

こ
の
先
の
人
生
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
と

思
う
か
ら
で
す
。
目
先
の
点
数
や
大
学
の
名

前
ば
か
り
を
気
に
す
る
の
で
は
な
く
、
友
達

や
周
り
の
人
た
ち
と
様
々
な
体
験
を
し
、
生

涯
夢
中
に
な
れ
る
何
か
を
探
し
て
欲
し
い
。

好
き
な
こ
と
を
職
業
に
で
き
、
恵
ま
れ
た
環

境
の
中
で
働
け
る
幸
せ
を
か
み
し
め
な
が

ら
、
そ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
、
日
々
生
徒
と

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。

　

百
年
と
い
う
長
い
時
間
の
中
で
も
ず
っ
と

変
わ
ら
な
い
も
の
は
何
か
。
一
つ
挙
げ
る
と

す
れ
ば
、
私
は「
豊
高
生
と
し
て
の
矜
持
」で

あ
る
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
簡
捷
な
結
果
よ

り
も
、
堅
実
に
成
果
を
積
み
重
ね
て
高
み
を

目
指
し
続
け
る
姿
勢
は
、
時
代
を
超
え
て
多

く
の
豊
高
生
に
共
通
す
る
姿
で
し
ょ
う
。

　

成
果
主
義
が
浸
透
し
、
結
果
ば
か
り
が
重

視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
良
い
結
果
に
は
堅
実

さ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
過
程
が
あ
り
ま
す
。
目

的
の
本
質
を
理
解
し
、
伝
え
る
熱
意
を
持
て

ば
こ
そ
、
そ
の
言
葉
が
拙
劣
で
あ
っ
て
も
人

を
動
か
し
得
る
の
で
す
。

　

小
手
先
の
知
識
で
点
数
を
稼
ぐ
こ
と
よ
り

も
、
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
で
課
題
を
解
決

す
る
姿
勢
。
こ
の
姿
勢
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る

も
の
こ
そ
、
豊
高
生
と
し
て
の
矜
持
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
の
百
年
、
ま
た
様
々

な
こ
と
が
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ

の
中
で
も
、
こ
の
矜
持
だ
け
は
変
わ
ら
ず
に

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

『
豊
高
古
典
』に
込
め
ら
れ
た
想
い

 

33
期　

橋
本
由
美
子（
国
語
科
）

　

高
３
の
時
、
自
分
の
将
来
に「
教
師
は
な

い
な
」と
思
っ
て
い
た
の
に
、
母
校
の
教
壇

に
立
つ
身
と
な
ろ
う
と
は
・
・
・
。

　

私
の
高
校
古
典
と
の
出
会
い
は
、
我
ら
が

33
期
の
担
任
団
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
國
本
先

生
に
導
か
れ
て
の
も
の
で
し
た
。
佇
ま
い
も

口
調
も「
や
さ
し
」だ
っ
た
な
ぁ
と
懐
か
し
く

思
わ
れ
ま
す
。

　

今
の
豊
高
生
は『
豊
高
古
典
』で
古
典
と
出

会
い
ま
す
。
古
く
失
わ
れ
た
世
界
と
し
て
で

は
な
く
、
生
き
生
き
と
し
た
古
典
の
世
界
を

実
感
し
て
ほ
し
い
と
い
う
国
語
科
の
実
践
か

ら
生
ま
れ
た
豊
高
独
自
テ
キ
ス
ト
で
す
。
そ

こ
に
漢
文
の
重
要
句
法
等
を
覚
え
る
た
め
の

「
漢
文
之
扉
」と
題
す
る
、
豊
高
生
活
を
題
材

に
し
た
文
章
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば「
聞
校

歌
未
嘗
不
誇
豊
高
精
神
也
。
我
等
始
一
日
之

業
、
輒
聞
校
歌
。
如
不
知
校
歌
、
不
能
為
豊

高
生
。」句
法
を
暗
記
す
る
だ
け
で
な
く
、
自

己
を
見
つ
め
、
友
と
切
磋
琢
磨
し
高
め
合
う

高
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
込
め
て
い
ま
す
。

　

共
に
過
ご
し
た
仲
間
と
の
絆
が
生
き
る
力

と
な
る
、
そ
の
よ
う
な
高
校
生
活
を
こ
れ
か

ら
の
豊
高
生
も
体
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

（
筆
者
注
釈
）漢
文
部
分
の
読
み
を
ご
参
考
ま

で
に

「
校
歌
ヲ
聞
ケ
バ
未
ダ
嘗
テ
豊
高
精
神
ヲ
誇

ラ
ズ
ン
バ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
我
等
一
日
ノ
業

ヲ
始
ム
ル
ニ
、
輒（
す
な
わ
）チ
校
歌
ヲ
聞
ク
。

如（
も
）シ
校
歌
ヲ
知
ラ
ズ
ン
バ
、
豊
高
生
タ

ル
能
ハ
ズ
。」

豊
高
・
校
風
、
感
謝
・
継
承

 

27
期　

石
田
省
三（
社
会
科
）

　

42
年
前
の
入
学
式
。
さ
ん
ざ
ん
降
り
の
雨

で
、
旧
講
堂
は
あ
ち
こ
ち
で
雨
漏
り
を
し

て
い
た
。
増
改
築
で
、
理
科
の
講
義
室
や
視

聴
覚
教
室
を
Ｈ
Ｒ
教
室
に
し
て
い
た
。
完
成

し
た
新
体
育
館
は
真
っ
白
に
輝
き
、
乱
暴
に

扱
っ
て
傷
つ
け
た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
気

を
遣
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

40
年
ぶ
り
に
入
っ
た
体
育
館
の
壁
・
床
は

お
と
な
し
く
目
立
た
ず
、
輝
く
生
徒
が
主
人

公
と
い
う
学
校
に
よ
く
あ
っ
て
い
た
。
母
校

に
教
員
と
し
て
戻
っ
て
き
て
ど
う
で
す
か
、

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
教
員
と
し
て
勤
め

て
き
た
過
去
の
学
校
と
の
比
較
と
し
て
、
豊

高
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
の
ほ
う
が
大
き

い
。
授
業
に
も
行
事
に
も
目
い
っ
ぱ
い
純
粋

に
打
ち
込
め
る
豊
高
生
は
昔
と
変
わ
っ
て
い

な
い
と
思
う
し
、
現
在
の
社
会
で
は
高
校
生

と
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
保
護
者

や
地
域
の
方
々
の
支
え
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
教
員
と
い
う
立
場
で
生
徒
た
ち
の
そ
う

い
う
環
境
を
守
り
継
承
す
る
こ
と
を
、
教
員

生
活
の
締
め
く
く
り（
お
そ
ら
く
）の
職
場
で

の
仕
事
と
考
え
て
い
る
毎
日
で
す
。

ああとと7年年年年

豊中高校創立豊中高校創立
100周年の夢100周年の夢
昔、生徒　今、先生昔、 先生

教師に
なって帰ってきた豊高生
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豊
高
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と

豊
高
時
代
・
青
春
の
頃　

　

豊
陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で「
豊
高
ど
う
だ
っ

た
で
し
ょ
う
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
て
お

り
、
今
回
、
会
報
で
も
設
問
①
〜
④
は
同
じ

く
⑤
〜
⑥
は
新
し
く
設
け
て
お
尋
ね
し
ま
し

た
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は「
豊
陵
会
」で
検
索
し

て
見
て
く
だ
さ
い
。）

① 

修
学
旅
行
は
ど
う
で
し
た
か

② 

下
校
途
中
ど
こ
に
寄
り
道
し
ま
し
た
か

③ 

名
物
先
生
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い

④ 

体
育
祭
の
思
い
出
を
書
い
て
く
だ
さ
い

⑤  「
豊
陵
会
」と
い
え
ば
ど
ん
な
こ
と
を
連

想
さ
れ
ま
す
か

⑥  

あ
な
た
の「
同
期
会
」に
何
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か

　

こ
れ
ら
の
①
〜
④
の
質
問
に
対
し
２
つ
、
⑤

〜
⑥
で
１
つ
選
ん
で
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

① 

帰
り
は
貸
し
切
り
夜
行
列
車
で
し
た
。

② 

豊
中
駅
前
の
ニ
チ
イ
の
地
下
や
ミ
ス
タ
ー

ド
ー
ナ
ツ
。

⑥
一
昨
年
８
月
に
同
期
会
が
あ
り
懐
か
し
い

仲
間
や
先
生
方
と
再
会
、
と
て
も
楽
し
い
時

間
で
し
た
。

① 

長
崎
・
壱
岐
で
地
引
き
網
で
と
れ
た
て
の

鯛
を
そ
の
場
で
食
べ
て
、
あ
ま
り
に
美
味
し

く
て
。

② 

正
門
前
の
お
好
み
焼
き
屋
さ
ん
や
豊
中
駅

前
の
ミ
ス
ド
に
行
き
、
長
時
間
し
ゃ
べ
っ
て

い
ま
し
た
。よ
く
あ
ん
な
に
話
す
こ
と
が
あ
っ

た
な
と
思
い
出
し
ま
す
。

③ 

浅
井
由
彦
先
生
が
熱
心
に
活
動
さ
れ
て
い

て
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。

③ 

大
き
い
森
ち
ゃ
ん
と
呼
ん
で
い
た
数
学
の

森
幸
之
先
生
。
小
さ
い
森
ち
ゃ
ん
は
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
真
一
先
生
。「
玉
ね
ぎ
、
玉
ね

ぎ
食
べ
た
ら
頭
が
良
く
な
る
。
淡
路
の
玉
ね

ぎ
食
べ
て
育
っ
た
か
ら
頭
良
く
な
っ
た
ん
や
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

④ 

応
援
団
！
衣
装
作
り
も
楽
し
か
っ
た
。
そ

れ
も
家
庭
科
へ
の
道
へ
と
導
い
て
く
れ
た
か
も
。

⑤ 

高
校
時
代
は
私
と
は
無
関
係
な
部
屋
、
物

で
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
大
切
な
架
け
橋

で
す
ね
。

⑥ 
豊
高
時
代
は
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
で
す
。
今

も
同
期
に
会
う
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

② 

豊
中
駅
近
く
の
31
サ
ー
テ
ィ
ー
ワ
ン
・
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
。

④ 

数
学
の
森
先
生

⑤ 

精
神
的
に
高
校
生
の
頃
に
戻
っ
て
く
る
様

子
が
思
い
出
さ
れ
と
に
か
く
楽
し
い
。

① 

信
州
・
霧
ヶ
峰
、
具
体
的
に
何
を
見
た
か

覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
夜
、
先
生
の
目
を
盗

ん
で
・
・
・
ひ
と
と
お
り
の
事
は
し
ま
し
た
。

② 

校
門
の
直
ぐ
に
コ
ロ
ッ
ケ
屋
が
あ
り
、
ク

ラ
ブ
が
終
わ
っ
た
ら
毎
日
コ
ー
ラ
と
コ
ロ
ッ

ケ
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

③ 

豆
谷
先
生（
国
語
）、
長
瀬
先
生（
数
学
）を

は
じ
め
個
性
豊
か
な
先
生
が
一
杯
お
ら
れ
ま

し
た
。
で
も
サ
ッ
カ
ー
と
工
芸
を
し
に
通
っ

て
い
た（
？
）私
に
は
梅
本（
ウ
メ
ポ
ン
）と
吉

原
先
生
は
最
高
で
し
た
。

④ 

遊
び
の
要
素
な
ど
全
く
ゼ
ロ
の
競
技
会
で

し
た
。
そ
の
中
で
唯
一「
ク
ラ
ブ
対
抗
」だ
け

は
運
動
部
・
文
化
部
そ
れ
ぞ
れ
が
趣
向
い
や
、

お
バ
カ
を
競
う
企
画
で
し
た
。

② 

運
動
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
の
で
す
ご
く
お
腹
が

減
り
豊
中
駅
近
く
の
お
好
み
焼
き
屋
さ
ん
へ

よ
く
行
き
ま
し
た
。
と
に
か
く
量
が
多
く
、

味
も
そ
こ
そ
こ
で
し
た
。

④ 

体
育
祭
で
は
な
い
が
、
雨
の
日
は
よ
く
箕

面
の
滝
ま
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
帰
り
道
、
今
の

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
な
の
で
す
が
何
も
な
く

景
色
が
変
わ
ら
ず
、
走
る
の
は
大
変
で
し
た
。

 「
思
い
出
の
、
文
化
祭
と
体
育
祭
」

　

名
前
だ
け
は
所
属
し
た
ク
ラ
ブ
（
E
・
S
・

S
・
、
写
真
部
、
陸
上
部
）よ
り
も
、「
自
治
会

ク
ラ
ブ
員
」と
言
っ
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
私
で

す
が
、
豊
高
史
上
初
め
て
の
こ
と
を
三
つ
以

上
は
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
一
つ
は
、「
文
化
祭
に
ク
ラ
ス
参
加
を

実
現
し
よ
う
」（
そ
れ
ま
で
は
文
化
部
だ
け
の

参
加
だ
っ
た
）の
小
冊
子
を
作
り
多
数
配
布
し

全
学
に
働
き
か
け
て
、
１
年
下
22
期
の
自
治

会
で
こ
れ
を
実
現
。
３
Ｆ
ク
ラ
ス
で「
東
北
路

〜
修
学
旅
行
栞
〜
」を
制
作
・
展
示
参
加
を

行
っ
た
こ
と
。（
現
在
の
ク
ラ
ス
劇
な
ど
の
源

流
と
な
り
ま
し
た
。）

　

二
つ
目
は
、「
体
育
祭
の
前
夜
祭
に
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
!!
」、
こ
ち
ら
も
、
自
治
会
顧

問
だ
っ
た
仲
先
生
と「
運
動
場
に
傷
が
つ
く
」

等
の
激
論
を
繰
り
返
し
、（
確
か
フ
ァ
イ
ヤ
ー

の
下
に
鉄
板
と
砂
を
置
い
た
の
か
な
）、
こ
ち

ら
も
初
め
て
実
現
。
言
い
出
し
っ
ぺ
の
私
が
、

中
央
で
マ
イ
ク
を
握
っ
て
司
会
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

３
Ｆ
ク
ラ
ス
は
、
1
0
0
曲
以
上
収
録
し

た
、
緑
色
の
表
紙
の
分
厚
い
歌
集
を
作
っ
て
、

始
業
と
終
業
の
Ｈ
Ｒ
で
必
ず
一
曲
み
ん
な
で

歌
う
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
用
の
栞（
歌
集
）も
、

ク
ラ
ス
の
み
ん
な（
主
に
女
子
）が
作
っ
て
く

れ
て
、
演
奏
は
前
君
達
の
ギ
タ
ー
部
…
（
卒

業
ア
ル
バ
ム
の
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
薪
を
セ
ン

タ
ー
に
し
た
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
輪
の
真
ん

中
で
、
仲
先
生
と
最
後
の
詰
め
の
遣
り
取
り

を
し
て
い
る
学
生
服
姿
の
私
が
写
っ
て
い
ま

す
。
―
こ
の
写
真
は
豊
陵
会
の
資
料
室
の
パ

ネ
ル
に
あ
り
ま
す
―
）と
、
大
成
功
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

卒
業
記
念
の
豊
陵
新
聞
に「
卒
業
に
吠
え

る
!!
」の
コ
メ
ン
ト
記
事
を
書
い
た
の
は
、
今

読
み
返
す
と
か
な
り
恥
ず
か
し
い
の
で
す
が
、

卒
業
式
の
直
後
、
物
理
の
堀
井
先
生
が
握
手

を
し
て
、「
加
堂
で
豊
高
の
校
風
が
変
わ
っ

た
」と
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
21
期

同
期
の
集
ま
り
は
今
も
沢
山
続
い
て
い
ま
す
。

本
当
に
素
晴
ら
し
い
、
懐
か
し
い
„
青
春
の
豊

高
時
代“
。
多
く
の
感
動
を
あ
り
が
と
う
で
す
。

白
い
場
所

　

黒
歴
史
の
多
い
人
生
を
振
り
返
る
と
、
一

カ
所
だ
け
曇
り
な
く
、
白
く
輝
い
て
い
る
場

所

そ
れ
が
豊
中
高
校
で
す
。
ま
わ
り

に
期
待
さ
れ
、
体
力
の
全
盛
期
を
迎
え
、
傷

■豊高と同時に百周年を迎える高校
　2012年、「東京オリンピック」の翌年に豊高は創立百周年を迎え

る。

　同年生まれの高校が全国にいくつかある。大阪では宣真高（池

田）・大体大浪商高（松原）。東京・新宿高（旧東京府立6中）、隅田

川高（同7中。校歌は幸田露伴作詞・廣田龍太郎作曲）。神奈川・湘

南高（校歌は北原白秋・山田耕筰）。各高校のホームページで校歌

が聴ける。

　大正時代に創立された府立旧制中学校を前身に持つ高校で高津

（大正7）・今宮（同8）・生野（同９）がひと足早く百周年を迎える。
一
つ
な
い
希
望
を
掲
げ
、
心
を
開
け
る
友
達

が
い
て
・
・
・
そ
ん
な
至
福
の
と
き
を
青
春

期
に
過
ご
せ
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
豊
中
高
校
は
自
由
な
学
校
で

し
た
。
生
徒
の
自
立
心
を
尊
重
し
、
一
人
の

大
人
と
し
て
扱
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
先
に
は
や
は
り
大
変
な
困
難

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
永
遠
だ
と
思
っ
て
い

た
も
の
は
続
か
ず
、
威
張
っ
た
り
足
を
引
っ

張
っ
た
り
す
る
輩
も
出
て
く
る
し
、
心
を
込

め
て
も
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

　

そ
ん
な
と
き
は
豊
高
時
代
を
思
い
出
し
て

自
分
を
リ
セ
ッ
ト
。
パ
ソ
コ
ン
で
言
う
な
ら

「
復
元
ポ
イ
ン
ト
に
戻
っ
て
、
以
前
の
正
常
な

状
態
に
す
る
」感
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

流
転
し
つ
つ
も
今
は
作
家
を
し
て
お
り
、

今
年
の
6
月
に
は「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」と

い
う
映
画
作
品
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
出
て
く

る
キ
ャ
ラ
は
豊
高
時
代
の
友
達
の
よ
う
な
お

か
し
く
て
気
持
ち
の
い
い
奴
ら
。
書
き
な
が

ら
、何
や
ら
同
窓
会
の
よ
う
で
し
た
。
よ
か
っ

た
ら
見
に
い
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

高
48　

和
田
あ
や
か

高
42　

山
中（
旧
姓 

山
形
）美
由
紀

高
41　

中
嶋（
小
林
）ち
さ

高
39　

重
村
桜
子

高
20　

田
村
雅
史

高
21　

加
堂
裕
規

高
40　

土
橋
章
宏

高
38　

佐
藤
琴
波

高
23　

桑
畑
健
二
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立派でなくても、
自分なりの軸を持つ

北条（藤田）尚子さん（高32期）
日本貿易振興機構（ジェトロ）　
総括審議役（国内外事務所担当）

◆
J
E
T
R
O
日
本
貿
易
振
興
機
構
っ
て

具
体
的
に
は
ど
ん
な
お
仕
事
で
す
か
？

独
立
行
政
法
人
と
い
う
国
の
法
律
に

基
づ
く
機
構
で
す
。
貿
易
・
投
資
促
進

と
開
発
途
上
国
研
究
を
通
じ
、
日
本
の

経
済
・
社
会
の
更
な
る
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
日
本
企
業
の
海

外
展
開
支
援
、
外
国
企
業
の
日
本
へ
の

誘
致
、
日
本
の
通
商
政
策
へ
の
貢
献
、

開
発
途
上
国
の
支
援
と
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
情
報
の
収
集・

提
供
、
商
談
機
会
の
設
定
、
商
談
支
援

等
を
行
う
ほ
か
、
通
商
政
策
へ
の
提
言

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
J
E
T
R
O
に
就
職
さ
れ
た
の
は
、
ど

ん
な
経
緯
で
？ 

学
生
時
代
の
こ
と
を
…

豊
高
時
代
、
大
学
に
行
っ
て
就
職
し

て
お
嫁
に
行
く
の
だ
ろ
う
と
漠
然
と
考

え
て
い
た
程
度
で
し
た
。
み
ん
な
そ
ん

な
感
じ
で
の
ん
き
な
も
の
で
し
た
。
今

の
人
は
早
く
か
ら
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
と

か
言
わ
れ
て
大
変
で
す
ね
。

高
校
2
年
で
父
が
他
界
。
四
年
制
大

学
卒
の
女
子
の
就
職
は
な
い
と
い
わ
れ

た
時
代
、
さ
す
が
に
大
学
に
行
っ
た
り

し
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た

が
、
母
に「
目
先
の
こ
と
で
は
な
く
、
長

い
目
で
考
え
な
さ
い
」と
言
わ
れ
、
大
学

に
進
学
し
ま
し
た
。

米
国
の
大
学
で
は
実
学
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
の
大
学
で

は
ま
だ
そ
の
是
非
論
を
戦
わ
せ
て
い
た

頃
で
、
大
学
も
今
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
に
入
れ
て
お
ら
ず

学
生
は
放
し
飼
い
で
し
た
。
自
由
度
が

高
い
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
で
生
活
の

軸
な
り
を
作
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私
は
時

間
拘
束
の
多
い
ク
ラ
ブ（
E
S
S
）に
入

る
こ
と
で
、
突
然
増
え
た
自
由
を
持
て

余
さ
な
い
よ
う
に
し
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
基
本
的
な
生
活
の
周
縁
で
大
学
生

活
の
自
由
さ
、
多
様
さ
を
満
喫
で
き
ま

し
た
。
大
学（
同
志
社
）は
京
都
に
あ
り

ま
し
た
の
で
、
日
本
の
伝
統
も
身
近
に

体
験
で
き
ま
し
た
。す
ぐ
に
役
立
つ
キ
ャ

リ
ア
形
成
で
は
な
い
部
分
で
、
後
々
に

も
た
め
に
な
っ
た
こ
と
は
多
く
、
大
学

進
学
を
後
押
し
し
て
く
れ
た
母
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
。

E
S
S
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
す
る
の
で
す
が
、
当

時（
80
年
〜
84
年
）の
テ
ー
マ
は
レ
ー
ガ

ノ
ミ
ク
ス
、
日
本
の
対
米
貿
易
黒
字
と

通
商
摩
擦
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
、

原
発
の
是
非
、
環
境
問
題
な
ど
の
時
事

問
題
で
し
た
。

今
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
な

く
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
も
っ
ぱ
ら

図
書
館
で
の
資
料
・
文
献
検
索
で
し
た
。

図
書
館
デ
ー
タ
の
電
子
化
は
さ
れ
て
い

な
い
に
等
し
く
、
図
書
カ
ー
ド
に
よ
る

検
索
で
し
た
。
当
時
の
大
学
図
書
館
は

時
事
ネ
タ
を
扱
う
資
料
は
少
な
く
、
大

学
外
の
専
門
図
書
館
に
資
料
を
当
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
、
大
阪
・

備
後
町
に
あ
っ
た
J
E
T
R
O
図
書
館

に
は
国
内
外
の
統
計
資
料
が
揃
っ
て
い

た
ほ
か
、
国
際
問
題
に
関
す
る
時
事
問

題
が
テ
ー
マ
の
雑
誌
・
文
献
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
今
ほ
ど
海
外
旅
行
も
身
近

で
な
か
っ
た
頃
で
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

資
料
に
世
界
が
拡
が
る
思
い
が
し
ま
し

た
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
働
け
た
ら
い
い

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、縁
が
あ
っ

て
就
職
し
ま
し
た
。

◆
い
ま
貿
易
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
日
本
が
海
外
か
ら
輸
入
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
物
、
日
本
か
ら
し
か
輸

出
し
て
な
い
物
っ
て
何
で
す
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
、原
油
、石
炭
）、

原
料
、
食
糧
な
ど
、
海
外
か
ら
輸
入
し

な
い
と
経
済
、
社
会
が
維
持
・
発
展
で

き
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

輸
出
は
自
動
車
や
鉄
鋼
、
電
子
・
機

械
部
品
な
ど
が
主
力
品
目
で
す
が
、
貿

易
収
支
で
は
近
年
は
赤
字
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
経
常
収
支
の
項
目

の
サ
ー
ビ
ス
収
支
の
中
に
あ
る
特
許
等

使
用
収
支
を
み
る
と
、
黒
字
の
拡
大
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
日
本
か
ら
し
か
…
な

の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
競
争
力
を
も
っ
て
い

る
証
左
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
農
水

産
物
や
日
本
食
の
輸
出
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
の
で
、こ
れ
が
競
争
力
を
も
ち
、

新
し
い
伸
び
し
ろ
と
な
る
と
い
い
で
す

ね
。

◆
青
島
所
長
時
代
に「
暴
動
事
件
」と
い

う
大
変
な
経
験
を
さ
れ
ま
し
た
ね
。
日

本
に
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
ら
気
づ
か
な

い
よ
う
な
、
日
本
文
化
の
特
色
っ
て
何

で
し
ょ
う
か
。

海
外
で
生
活
す
る
に
あ
た
り
自
分
の

文
化
や
価
値
観
で
異
文
化
を
ジ
ャ
ッ
ジ

j
u
d
g
e
し
な
い
こ
と
を
決
め
て
い

ま
し
た
。
違
い
を
知
っ
て
面
白
が
る
、

と
い
う
気
持
ち
で
い
ま
し
ょ
う
…
と
。

駐
在
地（
中
国
）で
は
経
済
発
展
の
真
っ

最
中
で
し
た
の
で
、「
沢
山
」が
心
に
届

く
価
値
で
、「
断
捨
離
」「
節
約
」の
国
か

ら
来
た
私
と
し
て
は
、
面
白
か
っ
た
で

す
。1

個
買
う
と
1
個
も
ら
え
る
と
か
、

2
個
買
う
と
半
額
と
か
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
大
き
く
て
重
い
も
の
が
よ
い
と
か
。

そ
う
い
え
ば
昔「
大
き
い
こ
と
は
い
い
こ

と
だ
」と
い
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
子
供
の

頃
に
あ
っ
た
な
あ
、
と
思
い
出
し
た
り

し
ま
し
た
。

え
こ
ひ
い
き
の
な
い
視
点
で「
や
は

り
日
本
は
い
い
な
あ
」と
思
っ
た
の
は
モ

ノ
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
諸
事
丁
寧
で
あ
る

こ
と
で
す
。
一
期
一
会
を
大
事
に
す
る

文
化
で
、
対
人
・
対
物
両
面
で
丁
寧
だ

と
思
い
ま
す
。

水
や
水
蒸
気
が
多
い
こ
と
に
関
係
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
季
節
の
移
り
変

わ
り
が
穏
や
か
で
季
節
感
が
あ
り
、
色

彩
は
中
間
色
が
多
く
、
諸
事
穏
や
か
な

点
が
日
本
の
よ
い
点
と
思
い
ま
す
。

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
な
仕
事
を
目
指
す
若
者

が
、
身
に
つ
け
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い

ス
キ
ル
や
、
経
験
し
て
お
い
た
ほ
う
が

良
い
こ
と
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
。

ス
キ
ル
と
す
れ
ば
よ
く
言
わ
れ
る
の

は
言
語（
コ
ト
バ
）な
の
で
し
ょ
う
。
異

文
化
と
の
接
触
は
自
分
の
価
値
観
を
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の

時
の「
自
分
な
り
の
軸
」、
立
派
な
も
の

で
あ
る
必
要
は
な
い
で
す
が
、
行
動
・

思
索
を
通
じ
て
自
分
で
何
と
か
し
て

作
っ
た
価
値
観
・
規
範
を
持
っ
て
お
く

こ
と
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。
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■豊友会一二三会同窓会（中学23回・高1期）　
4月21日、関西文化サロン

傘寿と米寿の間ということでホップ、ステップ、ジャンプの中をとったス
テップという名称で開催しました。今回は27名が出席、住田健二君の原子
力の話に続き川島康生君の医学界の話を聞き、宴会は盛大に全員よく飲
みよくしゃべり本田菊治君の音頭で校歌斉唱、次期再会を約束して元気に
解散しました。 （福本桂三）

■関東・豊高高八会が開催　
10月25日（金）12時から、シェンロン東京

今回は、女性3名を含む30名が集まりました。ご出席の皆様から昔懐か
しい思い出話や、いろいろなスピーチをいただき、和気藹々とした会合と
なりました。当日は台風が接近し開催も危ぶまれるほどの天気だったので
すが足元が悪いにもかかわらず、ここ数年では最も多い30名もの方々に
ご参加いただきました。参加された方々は皆様お元気で、来年の開催も
異論なく決まり再会を楽しみに散会しました。 （幹事　江野脇正義）

■高19期同期会開催　6月29日、ホテルアイボリー
出席者は、恩師の先生、田中繁之先生、市村拓郎先生、今安達也先生、

丸岡一清先生の4人、男性36名女性34名の合計74人です。東京からも
大勢参加頂きました。恩師の先生方には、人生の先輩として含蓄あるお話
をして頂き、同期生皆久しぶりにお会いして、話の尽きることがなく、四
次会まで延々と続きました。 （幹事　岡嶋　豊）

■豊三会（高3期）の最終総会、ヒルトン大阪で開催
昭和26年6月卒業以来続けてきた高校3期総会、寄る年波には如何とも

しがたく傘寿を迎え参加者も毎回減る現況となりましたので、平成25年
11月11日16回をもって最終回となる総会を開きました。それでも関東や
九州方面からも多数参加があり53人が集い、大盛会で楽しい1日を過ごし
ました。最後はお互いの健康と長寿を誓い合い、校歌斉唱で解散しました。
なお、豊三会解散に伴う清算金31,890円を豊陵会に寄付いたしました。
 （川島保春）

■高4期同期会を開催　9月18日　於ホテルアイボリー
高4期生は卒業61年目で、皆80歳の大台にのりますが、関東からも九

州からも出席があり、48名の参加となりました。これまで元気にやってこ
れたことを祝って、会は大いに盛り上がりました。なじみのあるホテルアイ
ボリーのオーキッドホールで、みんなで校歌を歌って（写真）参加しました。
高4期生の同期会は2年に一度開催されていましたが、平成22年からは更
に毎年ということになり、今後どうしようかと考えているところです。
 （岡　恒夫）

■男子ハンドボール部同窓会　
2013年10月19日　大阪・梅田

男子ハンドボール部顧問であった広川達男先生にご指導を仰いだ37期
生から44期生までの卒業生26名（女子部員・女子マネージャー 6名を含む）
が大阪・梅田の居酒屋に集まり、37期生の先輩による乾杯の発声で食事
会はスタートしました。豊高時代の面影がどこかに残っており、しんどかっ
た放課後の練習や地方合宿、他校との試合の記憶がすぐに蘇ってきました。
2次会＆3次会と場所を移し、広川先生からは当時のマル秘のお話もお伺
いすることができ、楽しく充実した時間を過ごしました。次回の同窓会は
2014年3月を予定しております。 （美藤直人）

同期会クラブだよりブブブブブブブブ同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ククククククククククククククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブクククククククククククククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
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■高17期の関東地区同窓会　
平成26年2月16日～ 18日

10数年ぶりに関東地区同窓会を開催しました。2月16日～ 18日のロン
グラン同窓会でした。幹事は男性6名、女性4名、参加者は男性23名、女
性21名で関西からも7名が参加。16日昼に上野公園西郷銅像前に集合し
散策出発。日暮里駅前の天王寺へ。お寺の内外を同級生の住職夫人に案
内してもらいました。一次会は八重洲富士屋ホテルで。17日は鎌倉駅に
集合し、大量残雪の鶴岡八幡宮や円覚寺などを散策。夜は葉山の保養所
で宴会。18日はレトロ江ノ電で極楽寺駅から大仏さんや文学館を散策。
横浜中華街の晩餐会でお開きと相成りました。来春は卒業50周年記念な
ので、大阪と東京の中間の浜名湖舘山寺温泉から奥三河の湯谷温泉で、
2泊3日のお泊り同窓会を開催予定。 （廣瀬　純）

■高校24期還暦同期会　6月22日　ヒルトン大阪
酒井先生、宮城先生、山形先生、保田先生をお迎えし、126人が集ま

りました。林幹事の挨拶と先生方のお話のあとは、高24期の今回はプロ
グラムなしで席を自由に移動し旧交を温める3時間です。おいしいお酒と
お料理をいただきながら、あちらでもこちらでも大いに盛り上がりました。
後藤君が撮影の写真と、会計報告は、MSNスカイドライブで見ることがで
きるようになり、きれいで便利、経費節減にもなりました。クラスの役員
さん、ありがとうございました。皆様、5年後に元気でお会いしましょう。
 （深井玲子）

■“豊七サロン”は１０周年を経過！　
2人続いた7期生の豊陵会長が退任され、この間に築いた会員間の“絆”

を強めようと“豊七サロン”が平成16年2月にスタートして、今年で11年目
に入り、会合数は112回になりました。途中参加者も多数です。望月ビル
（株）の会議室を無料で借りています。述べ約70人の講師による講義・20
回以上の春秋の歴史景勝地探訪、毎回の会食などの集まりを持ちました。
特別宴会も年3回あります。すべての企画運営・講師・宴会の余興などは
会員が行います。講義では、経験談・趣味の話・高齢者に必要な健康・
介護に関する話・旅行記（映像）ほか幅広い知識が多方面に広がります。“感
動・ときめき・好奇心”をモットーに元気に楽しく過ごしています。昨年後
半から“川柳を楽しむ”という講座が始まりました。毎回30人弱（10人強は
女性）の参加があり、まだまだ続きそうです。 （記・望月・西山）

■高校30期卒業35周年大同窓会
11月3日（祝）、ホテルアイボリー

藤上先生、多々先生、桑田先生の3人の恩師もご出席いただき、同窓
生116人が集まりました。同窓会幹事による挨拶、鬼籍に入ってしまった
同窓生への黙祷、先生方のスピーチに続き、歓談・食事タイムとなりました。
4時間があっという間に過ぎていき、最後に全体写真をとり、校歌を歌って、
5年後（59歳）の再会を約束しての散会となりました。
次回は5年後に通常通りの大同窓会を開催し、6年後の還暦祝いにどこ

かへ旅行でもしようかと企画中です。当日の写真や参加者の名前はＨＰ
（http://www11.ocn.ne.jp/̃toyoko30/、または豊中高校30期で検索）
に掲載しています。なお、当日は、全員から1000円の豊陵会への寄付金
を会費と共に集め、総額116,000円を寄付させていただきました。
 （名和道紀）
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■「豊陵山歩」今後の予定
5月6日（火）東お多福山▽6月7日
（土）松尾山（嵐山）▽7月27日（日）－
29日（火）金峰山・瑞牆山▽8月25日（月）頃　剱岳▽9月20日（土）
御破裂山▽10月5日（日）古光山▽11月24日（月）明ヶ田尾山▽12
月13日（土）三峰山（泉佐野）▽平成27年1月11日（日）神於山▽2月
7日（土）お菊山▽3月28日（土）六甲縦走路▽4月5日（日）青根ケ峰
　日程・行き先を変更することがあります。
　豊陵会のホームページをご覧ください。近郊の集合は午前8時
阪急豊中駅前。運営費200円。問い合わせ＝大久保、中村（9期）、
芳野（12期）、広瀬（17期）まで。

* * * * * * * * * * * * * * * * *
昨年7月末の北岳は快晴。富士山から北・中央アルプス等360度の展望が

素晴らしく大いに満足。翌朝は一転、山頂付近は風雨が強く、山の自然を
充分味わった。
9月の磐梯山はあいにくの雨で視界が悪かったが、下り途中で猪苗代湖や

会津の田園地帯を望むことができた。会津の町は観光客で賑わっていた。
12月の笠形山は交通の便が悪かったが播州の山々と六甲山、瀬戸内海が

一望できた。気温は氷点下だった。久しぶりに大きな霜柱を踏みしめ山歩
きを楽しむ。
会員の皆さん健康維持のためぜひご参加ください。お待ちしています。

■高齢で解散つづく同期会　
▼ 高3期　11月11日ヒルトン大阪で開催した第16回総会で同期会として
の活動の幕を閉じた（20P参照）。高3期は旧制豊中中学に入学し3年次
を終えた1948年（昭和23）4月、新制高等学校が発足し新高校3年間ま
るまる過ごした。今年82歳、世話役も出席同期にも「不自由」が加わり今
「潮時」と考えたという。
▼ 中学23回で卒業した人（中学5年終了）と、あと1年高校に通い高1期と
して卒業した人との合同同期会は卒業期をもじって「一二三会」。84歳の
時「傘寿と米寿との間をつなぐ意味を込めてホップステップのステップ会
を開催27人の出席」「他に毎月有志で飲み会をやっている」「とにかく米寿
まで続けるつもり。それ以降はまだ決めていないがオリンピック迄という
ことになるかも?」。
▼ 高2期「青池会」の公式活動は平成21年の「傘寿会」で終了。以後は毎年
10月第2木曜日に有志が集まっている。
▼ 高6期は1972年の第1回から2012年の第24回（出席72人）が最後に
なった。「体調を崩す人、亡くなる方が増え、世話役も大変になってくる」。
▼「高八会」も4月14日の「喜寿総会」で全員に呼びかける開催を終えクラス
幹事会（27人）を残し、「有志」が一定の日に集まる会合に切替えるとい
う。卒業生446人（死去71人、不明26）。351通の案内状に出席予定
103・欠席138・無回答110。「今後連絡は不要」とした人が67人だっ
たという。

▼ 高9期は1月21日、近畿在住者27人で新年会。3～ 5年に1回期全体
の旅行会を開催。30～40人が参加。「今後のことまではまだ議題になっ
ていない」という。他の期でも「全体に呼びかけて開く総会は終りにする
が三々五々、一定の日程で懇親を深める会合は続けるという。「とにか
く米寿まで続けるつもり」それ以後は「まだ決まっていないがオリンピック
迄ということになるかも?」（高1）という元気な先輩がいる。

■豊陵会に現れる影響　
　 「総会出席の減少」「協力金の先細り」の心配がすでに「協力金」収入に現
れている。高1～高10は豊高の草創期という自負や母校愛で協力金の主
流を占めてきたが高齢化とともに減少。高11～高17に山が移動しつつ
あるものの、若い卒業期になるにつれて参加数が極端に減少する。豊陵
会財政にとって深刻な課題である。

●ここ10年間、高1期～10期の「協力金」参加者数
　 2003年（平成16）=945人、05年=757人、06年=834人、07年=745人、
08年=854人、09年=743人、10年=691人、11年=286人、12年
=330人、13年=453人。

（豊陵会報「協力金」掲載の氏名からカウント）

■先輩幹事から後輩への「助言」
　「同期会を息長く続けるにしっかりした幹事が必要。クラスから選出の多
人数での運営は若いうちは結構うまくゆくが経年とともに委員を辞める人
が出て運営が難しくなる」「同期全体に対して人望と力のある人物を代表幹
事に置いて各クラスからも世話役を出し、その方々が中心となって開催す
る。クラスごとの持回りは一見公平そうに見えるがクラスによって強弱があ
り難しいところもある」「同期会を開催していない期はホームカミングデー
を期にぜひ立上げては…」。

※ アンケート取材に高1福本桂三・高2淺井由彦・高3川島保春・高5友國泰治・
高6上神英二郎・高8村下克利・高9木津慶一さんの協力をいただきました。

■高15期古稀同期会　平成26年10月末前後開催
■高16期同期会「銀杏会」

案内状は発送済み。高校卒業後50年となる今年、第10回記念銀杏
会を開催。昭和59年に初めて開催した銀杏会も10回目となり、ま
たプレ古希の集いとして盛大に開催したいと思っております。多数の
方のご出席をお待ちいたしております。
日時　平成26年5月31日（土）4：30～　
於：宝塚ホテル（宝塚南口駅前）
詳細は、各クラス幹事、又は、A組喜八洲総本店、中田まで。

■高21期同期会
２年毎に毎回１００名規模の出席で開催してきました21期同期会。今
回はＦ、Ｇ両組が当番幹事で、下記の要領にて開催。みなさん声を
掛け合い、さらに多数のご出席を楽しみにしています。（幹事代表…
Ｆ組・荒木隆、Ｇ組・中川博司）
日時：2014年11月23日(日)　
　　　  午後２時～５時（一次会）・（二次会あり）５時～７時
会場：アサヒスーパードライ梅田http://r.gnavi.co.jp/k022208/
（梅田新道交差点、ニッセイ同和損保フェニックスタワーの地下１階）
会費： （一次会）６，０００円予定・（二次会）２，０００円予定

■高32期同期会
平成27年1月3日（土）11時～　於：ホテルアイボリー
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（高10期）
（高22期）

もしもの時は、
いつでもお電話ください。

公益社 千里会館 公益社 豊中会館

公益社 石橋会館

0120-567-701
公益社 ご葬儀相談センター

ご葬儀・資料請求など24時間・365日受付。通話料無料、携帯電話OK。

3-0000※2014年2月現在　※記載の内容は予告なく変更する場合があります。
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編 集 後 記　「習うより慣れよ」で95号は、豊陵会報編集初心者マークの部
員を中心に作業をし、ベテラン編集部員の多大なバックアップを受けながら、
発行に応援・協力・尽力下さる方々の言葉と汗と心が届くたびに、ほんとうに
うれしく思う95号編集の日々で、ご厚情に感謝致します。ほんとうにありがと
うございました。▼中でも今回、豊中市役所より広告をいただけたことは、双
方にとってとてもよかったと思います。▼そして紙面内容・編集手法・財務状
況の質を高めるべく、まだまだ情報や記事・広告・編集部員を、熱く厚く募っ
ておりますので、ぜひとも更なるお力添えをお願いし、ご参画を心待ちにして
おります。
■豊陵会報第95号は次のメンバーで編集をしました。

高15越智克司(担当副会長)、高48野田健一・古澤頼秋、高37南里吉彦、高29蛯名美佳、
高14依田昌彦、高９大久保孝・南野陽子、高8神保雅明、高3妹尾景行。

編集発行 豊陵会報編集部　大阪府立豊中高等学校・豊陵会事務局内
発　　行 平成26年4月20日
発 行 人  永田　武全

〒560-0011　豊中市上野西2丁目5番12号　
☎（06）6849-4973　（FAX.兼用）
ホームページ　http://www.houryou.org
メールアドレス　offi  ce@houryou.org または kaihou@houryou.org

印　　刷 株式会社 廣済堂

会 員 数　（2014年2月28日現在） 会報発行部数
発行部数 23,000部
会員発送数 21,300部
学校配布 1,200部

総数　30,971人 
高校　28,466人
中学　  1,757人 

旧職員　519人
併中　　120人
現職員　109人

◆表紙の言葉　実は卒業式の当日のことは、あまりよくは覚えていま
せん。こんな風に、桜が舞い散っていたのではないとは思います。でも、
思い返す卒業式のイメージはみんなそれぞれの道を、きらきらと翔ん
でいく桜の花びらのような。恩師担任先生から、「みんな信じられな
いと思うかもしれないけど、今日でずいぶん会えなくなる友人もいる
から、よくお話しておきなさい。」と言われましたが、その時には実感
がありませんでした。あれから35年以上の月日がそれぞれに流れまし
た。ありがたいことに翔んでいった桜の花びらは散り散りになる事は
なく、昨年卒業35周年同窓会を迎え、懐かしい再会に加え、新たな出
会い直しも果たす事ができました。本当に母校豊中高校に感謝する今
日この頃です。いつまでも、いつまでも、よきお友達に恵まれたこの
幸せを、母校への感謝をこめて表現してみました。（手書き桜の水彩
画と写真のCG処理） （高29期　野村俊哉）

会 員 の 本 BOOKS
■「ぼくの頭の中」 

新宮晋（高８）ブレーンセンター
世界を舞台に、風や水で動く彫刻を作り続
けているアーティスト新宮晋さん。新宮さ
ん自らが世界各地にある作品について手描
きのデッサンや文、写真で楽しく解説して
いる。

■「みんなで考えるニッポンの未来」 
中野寛成（高11）ワニブックス

国家公安委員長等を歴任した元衆議院議員
の中野寛成さんが、ガンジーの政治哲学・
思想を下敷きに、中野さんの政治家として
の足跡や、日本の未来に何が必要か分かり
やすく語った書。

■「超高速参勤交代」 
土橋章宏（高40）講談社

ときは江戸時代、時間もお金も人もないと
いう困難な状況のもと参勤交代を行わない
と藩取り潰しという危機に陥った小藩が、
殿様以下わずか７人で江戸に向かう。さて
その道中は？ハラハラ、ドキドキ一気に読
ませる痛快な作品。

■「19世紀パリのサロン・コンサート」 
福田公子（高14）北星社

200年前のパリに開花しリストやショパンなど
の音楽を生み出した「サロン」文化。この「サロ
ン」について、主催者、音楽家、演奏された音
楽についての詳細な記録や解説を、軽妙な筆
致と多くの図版により楽しく読める。

■「生田の社とミナト神戸の事始め」
加藤隆久（高５）戎光祥出版

生田さん（生田神社）の発祥、成り立ちと古事
記にも関わりのある神戸の歴史、古くから交
通の要衝であった神戸の町、知らなかった神
戸居留地の風景など、カラー挿絵満載で神戸
ひとり歩きができる一冊。

■「アール・ヌーヴォーのデザイナー
　 M. P.ヴェルヌイユと日本」

　廣瀬　緑（高37）株式会社クレオ
本邦初のヴェルヌイユの作品とデザイン理論
を紹介。ジャポニズム、アール・ヌーヴォー
愛好家必見の書。
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「豊陵会総会」の寄贈品提供のお願い

　ご出席いただいた会員にとって会場でのオークション・販
売等は大きな楽しみです。つきましては、会員皆様に是非と
も一品でも多く寄贈品提供にご理解をいただき、ご協力をお
願いいたします。
寄贈品は総会当日朝まで受付させて頂きますが、準備の
都合上出来るだけ5月16日(金)までに事務局必着でお願いい
たします。

総会に出席ご希望の方は豊陵会事務局に5月9日（金）までにご連絡をお願
いいたします。
・FAXの場合は、同封の用紙を使って　06-6849-4973　へ
・メールの場合は、　offi  ce@houryou.org　へ
・ 電話の場合は、06-6849-4973へ。但し月・水・金曜日の午前10時
から午後3時までとなります。

東京支部総会は　  6月21日（土）　ハイアットリージェンシー東京で
中部支部総会は　11月15日（土）　名商グリルで

街並みや環境との調和を図りつつ、
さらに安全で快適な事業用空間の提供を目指しています。

京阪神ビルディング株式会社
〒541-0048  大阪市中央区瓦町四丁目2番 14号

TEL:06-6202-7331

取締役会長　永 田 武 全 （高校 15期）

2014年　豊中中学・豊中高校2014年　豊中中学・豊中高校

豊陵会総会のご案内豊陵会総会のご案内

日時　2014年5月25日（日）
 11：00～ 14：00（受付10：30）

会場　ホテル アイボリー　3階オーキッドホール
 （阪急豊中駅前・☎06-6849-1111）

会費　6,000円
前 06 6849 1111）

「ホームカミング25」 卒業25年優待（高校41期生） 会費 ３０００円

新　卒　招　待（高校66期生） 会費 無料

私たちダンス部は、５０名を超す大所帯で森川ホールの
一室で毎日練習しています。

昨年は、ダンス選手権という大きな大会で
２回目の全国大会出場を果たしました。

「見ている人たちを笑顔にする」をモットーに
地域の方たちにも活動の成果を披露する

機会も増えてきました。
これからも、多くの人に喜んでもらえるよう、

笑顔で頑張ります。

今年のゲストは
豊中高校ダンス部のみなさんです
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